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主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

夢と希望の芸術作品
牛久二中で広域文化交流事業

　2月16日、牛久第二中学校で、「国民文化祭い

ばらき2008」で女化青年研修所に展示され大好

評だった木のオブジェを生徒たちの手で再構

築し、設置する活動が行われました。

　現代美術作家の村上九
つ く も

十九さんらの協力を

得て、生徒たちは伐採された未使用材をおので

割ったり、皮をはいだりして汗を流しました。

　割った木片に「人が真似できない人になる」

「世界的なファッションデザイナーになる」な

ど将来の夢や希望を書いて、自分たちの手で

積み上げ、芸術作品を完成させました。全校

生の思いが込められた作品となりました。



－広報うしく－  �

平成21年度当初予算（案）の
概要についてお知らせします

一般会計224億4,000万円、対前年度比19億8,000万円、9.7％の増
ひたち野うしく小学校の開校に向けて

　平成21年度予算は、市民に対し継続的に質の高いサービスを保証しながら、未来の世代に誇れるまちづ

くりを実現していくための施策を積極的に盛り込み、対前年度比19億8,000万円、9.7％増、ひたち野うし

く小学校の事業費が増加の大きな要因となる中で、一般会計224億4,000万円の予算を編成しました。

　歳入予算では、景気の現状を反映し、市税が対前年度比約3億円、2.4％減となり、特に法人市民税が

14％の減収となる一方で、保育園2園の開園に伴う保育料の増加に伴い、分担金、負担金が約30％の増、

ひたち野うしく小学校の整備などにより市債が約37％の増加となっています。

　歳出予算ではゲリラ豪雨の被害から市民生活を守るために雨水対策事業を強力に推進し、安全安心に立

脚したまちづくりに取り組むほか、牛久駅東西口へのエレベーター設置やパスポート取扱窓口を市役所に

開設するなど、市民の利便性を拡充する施策が盛り込まれています。

　また、特別会計については8つの特別会計で総額135億5,200万円、前年度比3.2%の減となりました。

◆国民健康保険事業特別会計は、一般、退職者の保険給付費の減により対前年度6.4％減の67億7,100万円。

◆公共下水道事業特別会計は、雨水建設事業費の増加により対前年度21.5％増の25億1,600万円。

◆青果市場事業特別会計は、管理経費の増加により対前年度1％増の2,100万円。

◆老人保健事業特別会計は、後期高齢者医療制度の実施により対前年度97.9％減の850万円。

◆小規模水道事業特別会計は、管理経費の増加により対前年度21.8％増の2,900万円。

◆介護保険事業特別会計は、介護報酬算定の見直しにより、対前年度7.3％増の29億500万円。

◆工業用地造成事業特別会計は、年度内での事業完了見込みにより対前年度42.3％減の4億6,450万円。

◆後期高齢者医療事業特別会計は、高齢者の医療費増加により対前年度12.2％増の8億3,700万円。

会　計　名
平成21年度 平成20年度 比　較

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

　一 般 会 計 22,440,000 62.3 20,460,000 59.4 1,980,000 9.7

国民健康保険事業 6,771,000 18.8 7,234,000 21.0 △463,000 △6.4

公共下水道事業 2,516,000 7.0 2,071,000 6.0 445,000 21.5

青果市場事業 21,000 0.1 20,800 0.1 200 1.0

老人保健事業 8,500 0.0 396,000 1.1 △387,500 △97.9

小規模水道事業 29,000 0.1 23,800 0.1 5,200 21.8

介護保険事業 2,905,000 8.1 2,708,000 7.9 197,000 7.3

工業用地造成事業 464,500 1.3 805,000 2.3 △340,500 △42.3

後期高齢者医療事業 837,000 2.3 746,000 2.1 91,000 12.2

特 別 会 計 合 計 13,552,000 37.7 14,004,600 40.6 △452,600 △3.2

合　　計 35,992,000 100.0 34,464,600 100.0 1,527,400 4.4

牛　久　市　各　会　計　予　算　　（単位：千円、％）

問い合わせ　市行政経営課☎873-2111内線3301
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各会計合わせて360億円、緊急の課題に取り組み、
持続的発展を続ける将来の牛久市に照準を合わせて

安らぎに満ちた市民生活と魅力あるまちづくりのために、
必要とされる事業へ積極的に予算を配分

　一般会計は行財政改革の取り組みに

より生み出された経費を、まちづくり

の投資的事業へ充てることにより、平

成17年度以降、着実に予算額を伸ば

し、平成21年度予算は平成10年度以

降、対前年比で最も高い9.7％の伸び

率となりました。

　一方、特別会計は後期高齢者医療制

度の創設などにより、平成19年度以

降は減少に転じています。雨水対策事

業や生活道路の整備、保健事業の推進

など緊急の課題への取り組みやひたち

野うしく小学校の開校、保育園の開園、

牛久消防署東部出張所の開所など、長

年の課題とされていた事業の完了が間

近に迫る中で、持続的発展を続ける将

来の牛久市の姿に照準を合わせた事業

展開がますます重要となっています。

　平成21年度の新規または特徴的な事業としては…

総務・衛生
・パスポート窓口の開設
・防犯カメラの設置
・集会所整備に対する補助
・妊婦健診補助の拡充
・地球温暖化対策の推進
・バイオマスタウン構想の実現

民　　生
・民間保育園の開園と運営費補助の拡大
・次世代育成支援行動計画の策定
・特別保育実施施設の拡大
・障害者の自立に向けた施策の推進
・地域活動支援センター機能の拡充
・医療福祉費支給制度の推進

農業・商工・消防
・森林の整備と里山の再生
・耕作放棄地の拡大防止
・牛久沼周辺の整備
・牛久消防署東部出張所の開所
・防災広場の整備

土　　木
・牛久駅東西口にエレベーター、西口にエスカ  
　レーター設置
・市道23号線（北側延伸分）の整備
・雨水対策事業の推進
・東猯穴地区都市緑地基本計画策定

教　　育
・ひたち野うしく小学校の建設
・向台小学校大規模改修
・城

じ ょ う し

址公園の整備
・中央生涯学習センターの施設改修
・児童クラブの運営

特別会計
（介護保険事業）
・特定高齢者の把握と予防事業の強化

（後期高齢者医療事業）
・高齢者医療制度の安定的な運営

（工業用地造成事業）
・企業誘致施策の推進
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20,000
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14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

予算額 22,440

13,552

年度別会計予算額の推移
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【一般会計歳入予算】
　一般会計の歳入内訳を見ると、最も多

い割合の市税が、減収見込みにより、平

成20年度予算の59％から53％に減少し

ています。また、構成割合のうち2番目・

3番目に大きい市債・国県支出金は、市

債が前年度の12％から15％に、国県支

出金が11％から13％に伸びており、ひ

たち野うしく小学校建設に伴う増加が最

も大きな要因と考えられます。

【一般会計目的別歳出予算】
　目的別歳出予算の内訳を見ると全体の

約25％を占める教育費は、ひたち野う

しく小学校の整備などにより59.2％の増

加、また、民生費は、保育園整備工事の

終了などにより、3.1％の減となってい

ます。さらに、土木費については牛久駅

エレベーター・エスカレーターの建設な

どにより1.6％の増、衛生費は、牛久ク

リーンセンターの大規模改修、妊産婦健

康診査の充実などにより、6.7％の増加

となっています。

【一般会計性質別歳出予算】
　一般会計の歳出の内訳を、経費の使

われる性質から分析するため分類した

ものが左の性質別歳出予算です。

　構成割合は投資的経費、人件費、物

件費の順となっています。投資的経費

の伸びが高いのは、ひたち野うしく小

学校建設や向台小学校耐震補強工事に

伴う増額によるものです。

　また、扶助費の伸びが高いのは、民

間保育園開園に伴う運営費負担金など

の増額によるものです。

問い合わせ　市行政経営課☎873-2111内線3301
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第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
２
日（
月
）か
ら
23
日（
月
）ま
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
会
期
22
日
間
）。
こ
の
定
例
会
に
提
出
し
た
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正（
案
）、
補
正

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。※（　

）内
は
担
当
課
。

条
例
の
制
定
・
改
正
案

議
案
第
３
号　

牛
久
市
介
護
保
険
条
例

（
高
齢
福
祉
課
）…
平
成
21
年
度
か
ら

の
第
４
期
高
齢
者
福
祉
計
画
改
定
に

伴
い
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
基
準
額
を
改

定
す
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
所
得

段
階
に
つ
い
て
も
、
よ
り
細
分
化
し

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　

牛
久
市
介
護
従
事
者

処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例（
高

齢
福
祉
課
）
…
介
護
報
酬
改
定
な
ど

に
伴
う
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
の
介
護
従
事
者
処

遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
を
受
け
入

れ
、
当
該
交
付
金
を
目
的
の
た
め
に

用
い
る
と
と
も
に
、
交
付
金
を
適
正

に
管
理
運
営
す
る
た
め
、
基
金
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　

牛
久
市
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
情

報
政
策
課
）
…
本
条
例
で
引
用
す
る

統
計
法
の
全
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　

牛
久
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
総
務
課
）…
人

事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の
１
日

当
た
り
の
勤
務
時
間
を「
８
時
間
」か

ら「
７
時
間
45
分
」に
短
縮
す
る
た
め

の
改
正
お
よ
び
関
連
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
併
せ
て
行
う
も
の
で

す
。

議
案
第
７
号　

牛
久
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
人
材
育
成
課
）…
非
常
勤

職
員
の
通
勤
手
当
を
細
分
化
し
て
支

給
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
事
情
が
改

善
さ
れ
る
場
合
に
高
速
道
路
で
通
勤

で
き
る
よ
う
改
め
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
市
が
所
蔵
す
る
美
術
品
の
展
示

計
画
な
ど
の
特
別
な
事
項
を
調
査
す

る
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
特
別
委
員

会
委
員
お
よ
び
女
性
が
抱
え
る
問
題

に
関
す
る
相
談
を
行
う
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
相
談
員
を
、
非
常
勤
特
別
職
と
し
、

報
酬
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　

牛
久
市
文
化
芸
術
振
興

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て（
生
涯
学
習
課
）…
市
が
所
蔵
す

る
美
術
品
の
展
示
計
画
な
ど
の
特
別

な
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
審
議

会
に
、
専
門
的
な
委
員
に
よ
る
特
別

委
員
会
を
設
置
で
き
る
よ
う
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　

牛
久
市
放
課
後
児
童
対

策
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
児

童
ク
ラ
ブ
室
）
…
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
と
し
て
い
た
開
級

日
を
土
曜
日
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
10
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
医

療
年
金
課
）
…
児
童
福
祉
法
な
ど
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と

し
な
い
者
に
、
小
規
模
住
居
型
児
童

養
育
事
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児

童
で
あ
っ
て
、
扶
養
義
務
者
の
い
な

い
者
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号　

牛
久
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
再
生
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
廃
棄

物
対
策
課
）
…
特
定
家
庭
用
機
器
再

商
品
化
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
に
、
新

た
に
衣
類
乾
燥
機
が
指
定
さ
れ
た
た

め
、
特
定
家
庭
用
機
器
収
集
運
搬
手

数
料
な
ど
に
同
機
器
の
手
数
料
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号　

牛
久
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
生
活
排
水

課
）
…
市
の
公
共
下
水
道
使
用
料
と

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
の
上
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
４
月
か

ら
使
用
料
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
事
務

の
一
本
化
を
図
る
た
め
、
同
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

各
担
当
課
ま
で（
市
役

所
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
）

平
成
21
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
提
出
予
定
議
案
か
ら

条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正（
案
）の
概
要
に
つ
い
て
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補
正
予
算
案（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
２
億

３
７
６
８
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
２
３
４
億
６
８
４
３
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
そ
の
周
辺
機
器
を

管
理
す
る（
９
５
５
万
５
千
円
）…
国

の
制
度
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
シ
ス
テ
ム
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
増
額
。

・
過
誤
納
金
や
予
納
金
を
還
付
す
る

（
△
１
億
７
４
０
万
１
千
円
）…
税
源

移
譲
に
よ
る
還
付
金
の
減
額
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る（
△
９
１

２
万
２
千
円
）
…
契
約
執
行
に
伴
う

減
額
。

・
ふ
る
さ
と
基
金
費（
４
８
４
万
３
千

円
）…
ふ
る
さ
と
基
金
へ
の
積
立
金
。

【
民
生
費
】

・
身
体
障
害
者
の
居
宅
生
活
を
支
援
す

る（
１
０
１
２
万
４
千
円
）…
身
体
障

害
者
扶
助
費
。
給
付
費
見
込
み
額
の

増
。

・
知
的
障
害
者
の
居
宅
生
活
を
支
援
す

る（
１
４
９
５
万
１
千
円
）…
知
的
障

害
者
扶
助
費
。
給
付
費
見
込
み
額
の

増
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金（
△
２
０
３
２
万
８
千
円
）…
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る

給
付
費
の
減
に
伴
う
減
額
。

・
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
１
６
９
０
万
６
千
円
）…
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
に
お
け
る
過
年
度
給

付
費
見
込
み
額
の
増
。

【
衛
生
費
】

・
資
源
物
を
収
集
し
処
理
す
る（
△
６

６
４
万
８
千
円
）
…
契
約
執
行
に
伴

う
減
額
。

【
農
林
水
産
費
】

・
特
定
法
人
貸
付
事
業
を
推
進
す
る

（
５
４
０
万
円
）…
遊
休
農
地
を
解
消

す
る
た
め
に
農
業
に
参
入
す
る
企
業

に
補
助
を
行
う
た
め
増
額
。

・
里
山
の
再
生
を
進
め
る（
△
１
０
５

６
万
８
千
円
）
…
契
約
執
行
に
伴
う

減
額
。

【
商
工
費
】

・
中
小
企
業
に
資
金
融
資
の
助
成
を
す

る（
１
５
０
万
円
）…
国
の
緊
急
経
済

対
策
に
よ
り
補
助
金
を
増
額
。

【
土
木
費
】

・
市
道
19
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
２

１
２
９
万
９
千
円
）
…
国
の
補
助
金

の
対
象
と
な
っ
た
た
め
前
倒
し
で
実

施
。

・
市
道
53
号
線
を
改
良
舗
装
す
る（
５

０
０
万
円
）
…
道
路
改
良
舗
装
工
事

費
の
増
額
。

・
田
宮
西
地
区
親
水
公
園
を
整
備
す
る

（
３
３
０
９
万
４
千
円
）…
国
の
補
助

金
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
前
倒
し
で

実
施
。

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
△
３
７
５
６
万
６
千
円
）…
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る
公
共

下
水
道
事
業
費
の
減
に
伴
う
減
額
。

【
消
防
費
】

・
防
災
広
場
を
整
備
す
る（
△
５
７
０

万
３
千
円
）
…
整
備
工
事
費
の
確
定

に
よ
る
減
額
。

【
教
育
費
】

・
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
を
建
設
す

る（
△
１
億
９
６
４
７
万
４
千
円
）…

契
約
執
行
に
伴
う
減
額
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
３
億

６
１
２
８
万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
68
億
８
２
５
７
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
一
般
被
保
険
者
に
現
物
分
の
医
療
費

を
給
付
す
る（
△
２
億
６
３
３
３
万

８
千
円
）
…
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
の
減
額
。

・
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る（
△
３
６

７
５
万
４
千
円
）
…
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
の
減
額

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
７
６

０
６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
20
億
５
１
５
９
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
汚
水
管
を
維
持
管
理
す
る（
△
２
４

０
８
万
円
）
…
霞
ケ
浦
常
南
流
域
下

水
道
維
持
管
理
費
負
担
金
の
減
額
。

・
中
柏
田
地
区
の
汚
水
管
渠
を
布
設
す

る（
△
１
１
７
０
万
円
）…
工
事
費
の

確
定
に
伴
う
減
額
。

・
雨
水
に
よ
る
住
宅
へ
の
浸
水
を
防
ぐ

（
△
２
１
４
０
万
２
千
円
）…
工
事
費

の
確
定
に
伴
う
減
額
。

◆
青
果
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
１
２

６
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
９
７
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
青
果
市
場
運
営
費（
△
75
万
３
千
円
）

…
市
場
の
運
営
事
務
経
費
の
執
行
額

確
定
に
伴
う
減
額
。
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◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
４
２
９

０
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
億
９
４
６
１
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
般
会
計
繰
出
金（
６
９
０
６
万
３

千
円
）…
過
年
度
医
療
費
の
精
算
分
。

◆
小
規
模
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
６
９
７

万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３

６
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
規
模
水
道
施
設
維
持
管
理
経
費

（
６
９
７
万
２
千
円
）…
歳
入
剰
余
金

の
小
規
模
水
道
維
持
管
理
基
金
へ
の

積
み
立
て
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
４
７
６

５
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
28

億
７
０
４
６
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
要
介
護
者
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
給
付
す
る（
８
７
０
４
万
４
千
円
）

…
給
付
費
見
込
み
額
の
増
。

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
す
る

要
介
護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
給

付
す
る（
△
４
０
０
６
万
１
千
円
）…

給
付
費
見
込
み
額
の
減
。

・
要
介
護
者
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
作
成
費
を
給
付
す
る（
△
８
５
１

万
６
千
円
）
…
給
付
費
見
込
み
額
の

減
。

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
41

万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
８

億
１
５
２
９
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
東
部
工
業
用
地
を
拡
張
す
る（
△
４

３
９
万
９
千
円
）
…
造
成
工
事
費
確

定
の
た
め
減
額
。
事
業
費
残
金
の
企

業
誘
致
事
業
等
推
進
基
金
へ
の
積
み

立
て
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
か
ら
４
７

５
３
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
７
億
７
５
５
４
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
広
域
連
合
に
保
険
料
を
納
付
す
る

（
△
３
９
８
７
万
円
）…
保
険
料
納
付

金
の
減
額
。

平
成
21
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
議
案
か
ら

補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

　

第
１
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
２
月
18
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
臨

時
会
で
原
案
が
可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
※（　

）内
は
担
当
課
。

補
正
予
算（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に
13
億

１
３
５
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
２
３
７
億
６
１
１
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
定
額
給
付
金
を
支
給
す
る（
12
億
６

８
５
８
万
１
千
円
）…
景
気
が
急
激

に
後
退
し
た
た
め
家
計
へ
の
緊
急

支
援
と
し
て
実
施
。

【
民
生
費
】

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
す

る（
４
５
０
０
万
円
）
…
景
気
が
急

激
に
後
退
し
た
た
め
子
育
て
家
庭

へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
実
施
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

汚
水
管
改
修
工
事
費
の
増
額
、
執

行
残
額
の
減
額
、
財
源
内
訳
の
変
更

を
行
う
も
の
で
予
算
額
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
汚
水
管
改
修
工
事
費（
７
６
３
万

4
千
円
）

・
公
債
費（
△
７
０
０
万
円
）
…
下
水

道
債
利
子
償
還
金
の
減
額
。

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
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市
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　平成�1年度（平成�0年1月から1�月末日までに得た所得）の申告受け

付けは�月1�日（月）から�月1�日（月）までです。※土・日曜日を除く。

　　　　　　●受付会場　市保健センター研修室（2階）

　　　　　　●受付時間　午前8時45分～午後4時

申告期間　2月16日（月）～3月16日（月）
	 ※土・日曜日を除く。

　

収
入
が
無
い
方
で
も
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
申
告
し
な
い
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の

算
定
や
各
種
証
明
書
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
給
与（
年
金
も
含
む
）な
ど
の
源
泉
徴

収
票
原
本（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

③
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合
は
、
本

人
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

④
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
に
よ
る
所

得
な
ど
）、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
、
そ
の
収
支
内
訳
書

⑤
領
収
書
、
ま
た
は
支
払
証
明
書（
医

療
費
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
）

【
注
意
事
項
】

１
．申
告
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

前
も
っ
て
次
の
ご
用
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産
所

得
な
ど
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
帳

簿
、
領
収
書
な
ど
を
整
理
し
、
収
支

内
訳
書
を
必
ず
作
成
し
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
治
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
領
収

書
を
整
理（
日
付
が
平
成
20
年
中
で

あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
）
し
、
合
計

金
額
を
算
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
※
マ
ル
福
、
高
額
医
療
費
、
生

命
保
険
な
ど
で
の
補
て
ん
分
は
差
し

引
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
金
額
を

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

２
．
確
定
申
告
を
提
出
し
た
方
は
、
市

県
民
税
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
事
業
所
得
な
ど
に
お
い
て
今
回
初

め
て
収
支
内
訳
書
を
作
成
す
る
方
、

土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の
金
融
商

品
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
売
買
に

よ
る
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
、
青
色
申

告
者
、
過
年
度
分
の
申
告
は
税
務
署

で
申
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

【
所
得
税
】竜
ヶ
崎
税
務

署（
〒
３
０
１
‐
８
６
０
１
龍
ヶ
崎

市
川
原
代
町
１
１
８
２
‐
５
）
☎
０

２
９
７
・
66
・
１
３
０
３（
自
動
音

声
案
内
）、【
市
県
民
税
】市
税
務
課
☎

８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
０
５

６
～
１
０
５
９

10
月
支
給
の
年
金
か
ら

住
民
税
の
特
別
徴
収
開
始

2期分の前納報奨金の計算例

第1期
（納期限6月30日）

第2期
（納期限8月31日） 以降特別徴収

10,000円 10,000円

期別納付額×報奨金交付率×前納月数＝報奨金額

第2期10,000円×0.002×1カ月（7月分）＝20円

　　　　　　　　　　　　　　　合計＝20円

※口座振替で全期前納をお申し込みの方で、平成21

年度から期別での口座振替をご希望の方は、お申し

込みの変更手続きが必要となります。

問い合わせ　市収納課☎873-2111内線1061～1063

公
的
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
が
特
別
徴

収（
天
引
き
）に
な
っ
た
場
合
の
前
納
報

奨
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

普
通
徴
収
が
１
期
・
２
期
ま
で
で
、

そ
れ
以
降
が
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
第
１
期
の
納
期
限

ま
で
に
第
２
期
を
合
わ
せ
て
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
第
２
期
が
報
奨
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
分
は
前
納
と
な
ら
な
い
た
め
報

奨
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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上
水
道
・
下
水
道
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　

４
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
徴
収
業
務
の
一
本
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
上
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料（
井
戸
水
利
用
世
帯
含
む
）は
、
茨
城

県
南
水
道
企
業
団
と
牛
久
市
が
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
請
求
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

４
月
分（
３
月
使
用
分
）か
ら
は
上
下
水

道
料
金
と
し
て
一
本
化
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
本
化
に
伴
い
、
納
入
通
知
書

や
口
座
振
替
通
知
書
は
、
茨
城
県
南
水

道
企
業
団
が
上
下
水
道
料
金
と
し
て
送

付
し
ま
す
。
ま
た
、
一
本
化
に
よ
っ
て

使
用
期
間
が
統
一
さ
れ
ま
す
の
で
、
請

求
内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
る
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
入
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
限
り
、
一
本
化

に
伴
う
納
期
限
の
変
更
の
た
め
、
中
旬

と
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
市
お
よ
び
茨
城
県

南
水
道
企
業
団
か
ら
請
求
が
あ
り
ま
す

が
、
市
か
ら
の
請
求
は
２
月
使
用
分
の

下
水
道
使
用
料（
４
月
27
日
納
期
限
）、

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
か
ら
の
請
求
は

３
月
分
の
上
下
水
道
料
金（
５
月
11
日

納
期
限
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
納
入
通
知
書
の
一
本
化
開
始
時
期

　

４
月
分（
３
月
の
上
下
水
道
使
用
分

で
、
４
月
に
検
針
し
た
使
用
量
）か
ら
。

◆
納
入
通
知
書
に
つ
い
て

・
下
水
道
の
み
を
ご
利
用
の
方
は
、
下

水
道
料
金
の
み
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

・
下
水
道
と
県
南
水
道
を
ご
利
用
の
方

は
、
上
下
水
道
料
金
の
請
求
と
な
り

ま
す
。

・
県
南
水
道
の
み
を
ご
利
用
の
方
は
、
上

水
道
料
金
の
み
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

◆
支
払
い
方
法

　

上
下
水
道
料
金
納
入
通
知
書（
納
付

書
）
に
記
載
さ
れ
た
金
融
機
関
で
の
自

動
振
り
替
え（
口
座
振
替
）を
ご
利
用
い

た
だ
く
か
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
お

支
払
い
に
な
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

・
上
下
水
道
料
金
の
振
替
日
は
、
毎
月

７
日（
金
融
機
関
が
休
業
日
の
場
合

は
、
翌
営
業
日
）に
な
り
ま
す
。

・
一
本
化
に
伴
い
、
納
入
期
限
や
口
座

振
替
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
ら
な
い
方

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
ら
な
い
場

合
に
は
、茨
城
県
南
水
道
企
業
団
か
ら
、

上
下
水
道
料
金
納
入
通
知
書
と
し
て
上

水
道
と
下
水
道
を
ご
利
用
の
方
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

◆
一
本
化
さ
れ
る
業
務
内
容

・
上
下
水
道
料
金
納
入
通
知
書
の
発
行

業
務

・
上
下
水
道
料
金
の
収
納
業
務

・
電
話
に
よ
る
上
下
水
道
の
使
用
開
始

や
使
用
中
止
な
ど
の
受
け
付
け
業
務

お
よ
び
現
地
で
の
開
閉
栓
業
務

・
水
道
メ
ー
タ（
井
戸
水
メ
ー
タ
を
含

む
）の
検
針
業
務

問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
業
務
課

　

☎
０
２
９
７
・
66
・
５
１
３
２

　

市
生
活
排
水
課

　

☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
３

２
～
２
５
３
４

　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）施
行
令
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
に
、
新
た
に

液
晶
式
お
よ
び
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
受
信
機
、
衣
類
乾
燥
機
が
加

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
す
る
に
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
お
よ
び
運
搬
料
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
内
電
気
店
ま
た

は
市
廃
棄
物
対
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
品
目
が
増
え
ま
す

問
い
合
わ
せ

　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８
７
３
・
２

１
１
１
内
線
１
５
７
１
～
１
５
７

２
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎

８
３
０
・
９
３
３
３
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―愛のパトロール―

私たち青少年相談員は、青少年の健全育成、非行防止、

そして環境浄化のために活動しています
問い合わせ　市児童福祉課☎873-2111内線1733

　　　　　　青少年育成牛久市民会議（市生涯学習課内）☎871-2301

毎月10日は非行防止の日です
年末年始合同パトロール

　牛久市青少年相談員連絡会では、年末年始に広報車による市内パトロールを行いました。子ども

たちは、良い方向に伸びる可能性があると同時に、悪い方向に進む恐れがあります。

・万引きは犯罪であることを自覚させましょう。

・地域ぐるみで子どもたちの行動を厳しく、そして温かく導きましょう。

「知らなかった…」では済まされません！
子どもに
携帯電話を
持たせるなら

「
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
」「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」
そ
う

思
っ
て
い
る
の
は
、
保
護
者
だ
け
？

　

近
年
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
犯
罪
や
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
、
わ
が
子
が

被
害
者
に
、
そ
し
て
加
害
者
に
さ
え
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。最
近
は
、

防
犯
ブ
ザ
ー
や
居
場
所
の
分
か
る
機
能
な

ど
の
付
い
た
子
ど
も
向
け
の
機
種
も
発
売

さ
れ
、
携
帯
電
話
の
普
及
率
は
小
学
生
で

約
３
割
、
中
学
生
で
約
７
割
、
高
校
生
は

９
割
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。（
メ
デ
ィ

ア
教
育
研
修
会
資
料
よ
り
）

◇
県
条
例
で
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用

は
保
護
者
の
努
力
義
務

　

保
護
者
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
使
っ

て
、子
ど
も
た
ち
に
有
害
情
報
を
見
た
り
、

聴
い
た
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
携
帯
電
話
会
社
の
義
務

　

平
成
20
年
６
月
、
有
害
サ
イ
ト
規
制
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
携
帯
電
話
会
社
は
、

あ
ら
か
じ
め
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
導
入
し

た
携
帯
電
話
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
平
成
21
年
４
月
１
日
施
行
）

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

①
お
子
さ
ん
に
携
帯
電
話
は
本
当
に
必
要

で
す
か
？

②
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合
は
ル
ー
ル
を
！

③
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
な
ら
、
最
低
限

や
る
べ
き
こ
と
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
！

　

新
規
に
購
入
す
る
場
合
は
業
者
も
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
説
明
を
し
ま
す
が
、
既
に

所
有
し
て
い
る
携
帯
電
話
が
重
要
で
す
。

無
料
で
す
の
で
、
面
倒
が
ら
ず
に
販
売

店
に
持
っ
て

行
き
ま
し
ょ

う
。

　

有
害
な
情

報
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守

る
の
は
保
護

者
、
皆
さ
ん

の「
力
」な
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※県条例…茨城県青少年のための環境整備条例（21条の3）。
※フィルタリング…有害情報をブロックしてくれるサービス。
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し
、
有
害
図

書
の
区
分
陳

列
お
よ
び
表

示
に
つ
い
て

は
、
無
表
示

で
あ
っ
た
た

め
指
導
を
し

ま
し
た
。

　

後
日
、
指
導
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
有
害
図
書
は
受
け
付
け
前
の
従

業
員
の
目
の
届
く
所
に
区
分
陳
列
さ
れ
、

ま
た「
18
歳
未
満
閲
覧
禁
止
」の
表
示
も
あ

り
改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に

協
力
す
る
店
」ス
テ
ッ
カ
ー

※教戒師…過ちを悔い改め、徳性の育成や精神的救済を目的とする教育を行う。
※篤志面接員…悩みごとに関する相談や助言、教養や趣味に関する指導などを行う。
※有害図書…青少年の健全育成を阻害するおそれがあるとして、条例により有害図書に指定されたもの。

◆
牛
久
第
三
中
学
校
区

　

１
月
９
日
、
奥
野
地
区
に
あ
る
茨
城
農

芸
学
院
で
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
学
院
は
少
年
の
更
生
施
設
で
す
。
当

日
は
、
在
院
生
や
新
成
人
の
保
護
者
、
日

ご
ろ
学
院
の
行
事
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
来
賓
、
教き
ょ
う
か
い
し

戒
師
、
篤と
く
し志
面
接
委
員
、

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
青
少
年

相
談
員
な
ど
の
代
表
が
見
守
る
中
、
新
成

人
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
成
人
式
は
、
一
般
の
成
人
式
と
は

ま
た
違
っ
た
感
動
す
る
場
面
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
新
成
人
が
礼
儀
正
し
く
壇

上
に
上
が
り「
誓
い
の
言
葉
」を
発
表
す
る

と
き
で
す
。
過
去
の
自
分
を
反
省
し
、
家

族
に
対
し
て
の
素
直
な
感
謝
の
言
葉
、
新

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
た
く
さ
ん
の
人
の

前
で
決
意
を
新
た
に
す
る
姿
は
、
参
列
者

か
ら
も「
今
日
の
気
持
ち
を
絶
対
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
縁
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
人
生
で
す
が
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

「
頑
張
れ
！
新
成
人
」そ
う
い
う
雰
囲
気
が

こ
の
さ
さ
や
か
な
成
人
式
に
は
込
め
ら
れ

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
成
人
式
で
し
た
。

茨
城
農
芸
学
院
の

成
人
式
に
出
席
し
て

◆
牛
久
第
一
中
学
校
区

　

牛
久
第
一
中
学
校
区
で
は
、
月
一
回
学

区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
数
年
前
か
ら
牛
久
第
一
中
学
校
の
先

生
も
加
わ
り
合
同
で
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
学
校
と
の
連
携
を
図
る
主
旨

か
ら
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行
事

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

学
区
内
に
は
比
較
的
多
く
の
店
舗
が
あ

り
、
そ
の
中
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
成
人
向
け
ビ
デ
オ
や
雑
誌
な
ど
の

有
害
図
書
を
扱
っ
て
い
る
店
舗
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
店
舗
を
中
心
に
県

条
例
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
大
き
な
目
的

の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
青
少
年
た
ち
に
対
す

る
環
境
整
備
を
行
う
た
め
に
は
、
大
切
な

活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
活
動
の
幅
を
も
う
少
し

広
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
神
谷
小
学
校

と
岡
田
小
学
校
に
相
談
の
結
果
、
小
学
生

の
下
校
時
に
お
け
る
防
犯
、
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
各
自
の
判
断
で
お
の
お
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
実
情
を
把
握

し
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
活
動
を
続
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

地
区
活
動
を
通
し
て

ネ
ッ
ト
社
会
の
危
機
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

　

昨
年
11
月
に
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の

環
境
整
備
条
例
に
基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
マ
ン
ガ
喫
茶
に
係
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入
状
況
、
有
害
図

書
の
取
り
扱
い
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

県
担
当
者
と
市
相
談
員
が
立
ち
入
り
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
う
ち
小
中
学
生
の
利
用
は
、

全
体
の
約
２
割
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
年

齢
に
よ
る
夜
間
入
場
制
限
は
遵
じ
ゅ
ん
し
ゅ
守
さ
れ
て

お
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
も
、
会
員
証
に
よ
る
受
け
付
け
で

自
動
的
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

ご
存
じ
で
す
か
？
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
！

「青少年の健全育成に協力する店」
（新規登録店）

1 携帯電話販売店 ソフトバンク牛久

2 複合カフェ 自遊空間牛久上柏田店

3 スーパー ㈱西友ひたち野うしく店
　

青
少
年
が
よ
く
出
入
り
す
る
店
舗（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
、
書
店
な
ど
）
へ
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
向
け
て
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
20
年
12
月

現
在
、
88
店
舗
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
育
成
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
安
全
、
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
相
談
員
も
努
力
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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市交通防災課
☎ 873-2111 内線 1684

　行政区のボランティアの皆さんの積極的な街頭活動や防犯パトロールなどに

より、街頭犯罪が前年に比べ減少しました。市内の刑法犯は総数で47件減少、

特に空き巣狙いや自販機荒らしなどが大幅に減少しました。

　また、市内で発生の人身交通事故は、発生件数が若干増加したものの死者数・

負傷者数は減少しました。（参考：発生件数などは「広報うしく」２月１日号に掲載）

平成20年中の交通事故発生状況
（1）全国との比較

順位 都道府県 死者数（人） 前年比（人）

1 愛知 276 △12

2 埼玉 232 4

3 北海道 228 △58

4 東京 218 △51

5 千葉 213 △41

6 茨城 210 32

6 静岡 210 22

8 兵庫 199 △32

9 大阪 198 △50

10 福岡 197 △2

11 神奈川 189 △48

全国の死者数5,155人、前年比△589人（△10.3％）

★人口10万人当たり

順位 都道府県 死者数（人）
1 佐賀 7.95
2 高知 7.28
3 茨城 7.07

全国平均 4.03

※参照人口平成 20 年 10 月 1 日現在。

★自動車1万台当たり

順位 都道府県 死者数（人）
1 佐賀 1.05
2 高知 1.01
4 茨城 0.86

全国平均 0.65

発生件数 死者数 負傷者数

自転車が関係した事故 87（△18） 2（1） 85（△25）

歩行者が関係した事故 46（21） 2 44（21）

高齢者が関係した事故 116（10） 2 78（14）

小・中学生が関係した事故 26（△11） 1（1） 26（△12）

（2）県内の交通死亡事故の主な特徴
　・交通事故死者数が前年比＋32人と大幅に増加

　・無謀運転（最高速度・右側通行・酒酔い運転・信号無視）による死者は67人（全死者数の約3割）

　・高齢者（65歳以上）の死者は89人（全死者数の約4割）で前年比＋15人

（3）牛久市内の交通事故の主な特徴
　・市内の交通事故発生件数　2,657件（人身事故535件、物損事故2,122件）　

　　市内では１日平均7件の交通事故が発生しています。

　・高齢者の道路横断中の事故が増加しています。

　・小学1年生の自転車乗車中の死亡事故が発生しました。

　・通勤通学時間帯（午前8～10時、午後4～6時）の事故が多発。その他の時間帯の約2倍です。

　※参照自動車台数平成 19 年 12 月 31 日現在。

★死亡事故多発都道府県

　★小学生以下の子どもや高齢者の皆さんが自転車に乗る時は歩行者に注意しながら歩道を通行しましょう。

　★安全のため乗車用ヘルメットをかぶり自転車に乗りましょう。

　★電動車いすは歩行者の仲間です。道路右側や歩道を通行しましょう。

　★自動車利用の皆さんは全席でシートベルトを着用し、安全運転に努めましょう。
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牛久市の地区別街頭犯罪（※1）等発生状況（平成20年1月～12月末）

( ※1) 街頭犯罪…市民にとって身近に起こる犯罪で、一般住宅対象侵入盗の空き巣狙い、忍び込み、居空き、乗り物盗、車
上狙い、ひったくり、すりなどを指す。

( ※2) 居空き…家の人が昼寝や食事などをしているすきに屋内に侵入し、お金や物を盗むこと。
( ※3) 性犯罪…合計4件発生したが、場所については非公開としました。

侵入盗 非侵入盗 路
上
強
盗

放
火

性
犯
罪（
※
３
）

ひ
っ
た
く
り

す
り

車
上
狙
い

計
空
き
巣
狙
い

忍
び
込
み

居い

あ空
き（
※
２
）

自
動
車

バ
イ
ク

自
転
車

牛
久
地
区
交
番

1区 下根町 2 2 2 2 2 10

2区 上柏田1丁目・2丁目 5 1 1 1 4 4 16
3区 上柏田3丁目・４丁目 7 1 5 4 17
4区 栄町1丁目・2丁目、柏田町（常磐線

西側）
2 1 2 1 3 9

5区 栄町3丁目・6丁目 2 9 1 3 15
6区 栄町4丁目・5丁目、中央4丁目、

柏田町
2 3 2 20 9 36

7区 中央1丁目・2丁目・3丁目 5 2 1 14 1 12 35
8区 神谷1丁目・2丁目 1 2 2 1 2 2 10
9区 神谷3丁目・4丁目・5丁目・6丁目 2 1 1 4 1 9

10区 岡見町、上太田、結束町 1 3 1 3 8
11区 小坂町、福田町 3 1 1 1 6
12区 さくら台1丁目・2丁目 4 2 4 6 16
13区 さくら台3丁目・4丁目、女化町、

柏田町の一部
3 1 2 2 8

14区 東猯穴町、東大和田町、中根町（常
磐線西側）、猪子町

13 1 6 2 13 28 63

15区 中根町（常磐線東側） 6 1 1 3 34 15 60

牛
久
駅
前
交
番

1区 牛久町（本町）、田宮町 7 4 1 5 1 78 7 103
2区 田宮2丁目・3丁目、中央5丁目 1 1 4 3 49 3 12 73
3区 田宮町（つつじが丘） 4 1 5
4区 牛久町（上町） 5 4 1 1 1 1 13
5区 刈谷1丁目・2丁目 1 2 3
6区 刈谷3丁目・4丁目・5丁目 1 1 3 2 7
7区 牛久町（下町）、新地町、城中町、

遠山町、庄兵衛新田町
7 1 2 2 3 15

8区 南1丁目・2丁目・3丁目 6 1 1 7 3 18
9区 南4丁目・5丁目 3 3 6 2 14

10区 南6丁目・7丁目 5 4 1 1 1 12

久野交番 久野町、奥原町、井ノ岡町、桂町、
島田町、正直町、福田町

2 8 1 2 13

不　明 2 2 2 2 8
合　計 100 25 3 48 25 268 0 0 4 4 2 127 606

手口区分

町名など

　　～被害に遭わない３つの約束～

　１　電話の相手のペースに乗らないで、 冷静に受け答える

　２　連絡を取り直して、 電話の内容が事実かどうか確かめる

　３　その日は振り込まず、 家族や金融機関、 警察に必ず相談する

車上狙い増加傾向～車内にバッグ、財布などを置かないように注意しましょう～

（資料提供：牛久警察署）

振り込め
詐欺に
注意！
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牛
久
市
の「
消
防
団
員
」っ
て

ど
ん
な
人
た
ち
？

問
い
合
わ
せ　

市
交
通
防
災
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
６
８
２

◇
年
齢　

平
均
年
齢
は
39
歳
、
最
年
少

者
は
19
歳
、最
年
長
者
は
68
歳
で
す
。

消
防
団
は
全
国
的
に
高
年
齢
化
し
て

い
て
、
後
続
の
育
成
の
た
め
に
は
若

い
方
々
の
入
団
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◇
職
業　

消
防
団
は
自
営
業
で
な
い
と

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

牛
久
市
消
防
団
で
は
団
員
の
大
半

を
、
会
社
員
な
ど
の
被
雇
用
者
が
占

め
て
い
ま
す
。

◇
団
員
数　

男
性
団
員
４
５
４
人
、
女

性
団
員
９
人
、
計
４
６
３
人
が
団
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
入
団
資
格　

入
団
に
は
、
市
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
45
歳

未
満
の
方
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

が
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。消
防
団
員
は
地
域
の
お
父
さ
ん
、

お
兄
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
た
一

般
の
人
々
で
す
。

40 ～ 44 歳
 113 人 (24.4％) 35 ～ 39 歳

 95 人 (20.5％)

45 ～ 49 歳
 77 人 (16.6％)

50 ～ 54 歳
 15 人 (3.3％)

20 歳未満
 1 人 (0.2％)

30 ～ 34 歳
 100 人 (21.6％)

20 ～ 24 歳
 11 人 (2.4％)
25 ～ 29 歳
 39 人 (8.4％)

60 歳以上
 4 人 (0.9％)

55 ～ 59 歳
 8 人 (1.7％)

会社員などの被雇用者
395 人 (85.3％)
   〔うち公務員 52 人〕

自営業者55人(11.9％) 学生 1人 (0.2％)

その他 12 人 (2.6％)
団員構成

ジャンル 作品数 撮影日数

テ レ ビ ド ラ マ 15 27

コ マ ー シ ャ ル 1 2
情 報・ 報 道 番 組 9 9

映 画 8 23

バ ラ エ テ ィ ー 3 3
合 計 36 64

　平成20年4月から平成21年2月までの間に、市内で撮影さ

れた映画やテレビドラマなどの実績をお知らせします。

　撮影された主な作品は『花ざかりの君たちへ～イケメン♂

パラダイススペシャル』（ドラマ）や『旭山動物園物語』（ドラ

マ）、『余命』（映画）など、全部で36作品・延べ64日の撮影日

数を数えます。施設使用料や飲食料金・宿泊代金などの市内

にもたらした経済効果はおよそ900万円と推測されます。

　なお、撮影場所は病院が14作品と最も多く、牛久自然観察

の森の10作品、牛久大仏が4作品、シャトーカミヤが3作品と

なっています。また市内の工場や個人のお宅でも4作品が撮

影されました。

問い合わせ　牛久フィルムコミッション事務局（牛久市観光協会内）☎874-5554

市内の名所や施設が映画やドラマの舞台で活躍しています！

連続テレビドラマや映画の撮影で注

目を集めたシャトーカミヤでの撮影

牛久自然観察の森での撮影

消防団

NEWS
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　市では、65歳以上の介護予防対象者の皆さんに、運動機能を維持、向上するための『体力アップ

教室』を実施しています。65歳以上の寝たきりなどの原因で、脳血管疾患に次いで2番目に多い関節

疾患、骨折、衰弱が75歳以上には42.8％と最も多くなり、それを予防するためには、この『体力アッ

プ教室』は、非常に重要な教室です。

日程 教室プログラム（一例）
1日目 事前評価（体力測定、日常活動能力調査）、オリエンテーション

2日目 目標シート作成、ストレッチ、筋力トレーニング

3日目 ストレッチ、筋力トレーニング、ワンポイントアドバイス（筋トレの必要性）

4日目 ストレッチ、筋力トレーニング、栄養に関するミニ講話（低栄養を予防しよう）

5日目 ストレッチ、筋力トレーニング、シルバーリハビリ体操

6日目 ストレッチ、筋力トレーニング、口腔ケアに関するミニ講話（お口の健康）

7日目 ストレッチ、筋力トレーニング、シルバーリハビリ体操

8日目
ストレッチ、筋力トレーニング、栄養に関するミニ講話（献立の立て方とおいしく食べ

るための調理法、保存法）

9日目 ストレッチ、筋力トレーニング、口腔ケアに関するミニ講話（家庭でできる口腔体操）

10日目 ストレッチ、筋力トレーニング、ワンポイントアドバイス（ウォーキング）

11日目 事後評価（体力測定）、グループワーク（筋トレを継続するための工夫）

12日目 体力測定結果のフィードバック、運動継続のアドバイス

転倒、寝たきり予防のために、元気な今だからこそ、教室参加を！

問い合わせ　市高齢福祉課☎873-2111内線1754

※基本チェックリストで対象になった方、チェックリストを実施

希望の方は、ぜひご連絡ください。

『構えちゃうとできないので、玄関で３

つ、洗面所で２つ、いすに座って１つ

と生活の中で筋トレをやっています』　

　　　　　　　　　　　　　  …H さん

『何で選ばれちゃったのかと最初は

思ったが、今は健康になるため、プラ

ス志向で頑張っています』

　　　　　　　　　　　　　　…S さん

『ひ ざ の 痛 み が な く

なった。筋トレのおか

げ。とても感謝』

　　　　　　　…A さん

参加者の声（一部抜粋）

  筋力をつけ、いつまでも元気でいるための

　　　　　　　　「体力アップ教室」を行っています

★教室対象者は…65歳以上の方が対象です。行政区の区民会館などで実施している『元気教室』や市

での健康診査時に生活状況や健康状態をチェック（基本チェックリストというシートで行います）

し、運動機能向上が必要と判断された方に教室へ参加していただいています。

★具体的には…最近、次の症状はありませんか？ 65歳以上で、次の内容（基本チェックリスト抜粋）

に当てはまる方が対象者です。下記5項目中3項目以上が当てはまる方が対象者となります。

①階段を手すりや壁につかまらないと上がれない②いすに座った状態から何もつかまらずには立ち

上れない③15分位続けて歩けない④この1年間に転んだことがある⑤転倒に対する不安がある

『体が軽くなった。みん

なでやれて、とても楽し

か っ た 』　　　　　　　

　　　　　　　…M さん

元
気
に
ひ
ざ
の
運
動

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

＜猪子行政区の皆さん＞
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ごみのちょっとした

お話③
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書
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新
聞

包
装
紙

雑
誌

Ｏ
Ａ
用
紙

そ
の
他

紙
お
む
つ

段
ボ
ー
ル

パ
ッ
ク
類

（％）

17.3
15.2

5.1
6.7
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29.8

20.2

燃えるごみに含まれる紙資源の割合

☆
約
１
４
８
０
万
円（
紙
資
源
）が
ご
み
に

な
っ
て
い
ま
す
！

　

平
成
19
年
度
に
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
の

量
は
、
約
１
万
７
３
０
０
ト
ン
。
そ
の
う

ち
、
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る「
も
っ
た
い

な
い
」
も
の
が
約
41
％
も
入
っ
て
お
り
、

重
量
に
す
る
と
約
７
０
０
０
ト
ン
。
こ
の

う
ち
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
紙
類
は
約

14
％
で
、
重
量
に
す
る
と
約
２
４
０
０
ト

ン
。
売
却
し
て
い
れ
ば
約
１
４
８
０
万
円

の
収
入
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
紙
資
源
の
出
し
方
に
つ
い

て
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資源物

　

今
年
度
も
ご
み
の
分
別
な
ど
の
記
事
を

多
く
掲
載
し
、
ご
み
減
量
を
訴
え
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
減
少
傾
向
は
な
か
な
か
見

ら
れ
ず
、
ご
み
の
中
に
多
く
の
資
源
物
が

混
入
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
球

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ご

み
に
対
す
る
意
識
も
変
え
る
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

材
質
が
紙
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
紙
が

資
源
化
で
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
紙
の
中

に
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を
混
ぜ
て
い
る
も
の

が
多
い
た
め
、
再
生
資
源
化
で
き
な
い
紙

も
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

☆
小
さ
な
紙
も
紙
製
封
筒
に
入
れ
て
リ
サ

　

イ
ク
ル

　

小
さ
な
紙（
名
刺
ぐ
ら
い
か
ら
）は
雑
誌

な
ど
に
挟
ん
で
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
散
乱
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
ほ
と

ん
ど
が
燃
え
る
ご
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
小
さ
な
紙
は
紙
製
封
筒
な
ど
に
入

れ
る
と
散
乱
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、お
菓
子
の
箱
や
包
装
紙
な
ど
は
、

新
聞
販
売
店
で
配
布
し
て
い
る
紙
袋
を
利

用
す
る
と
便
利
で
す
。
そ
の
時
、
新
聞
・

広
告
と
一
緒
に
し
な
い
こ
と
、
袋
に「
雑

紙
」と
書
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

☆
資
源
に
な
ら
な
い
紙

　

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
、

金
色
・
銀
色
に
加
工
さ
れ
た
も
の（
金
属

を
使
用
）、
感
熱
紙（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
レ
シ
ー
ト

な
ど
に
使
用
）、
カ
ー
ボ
ン
紙（
字
が
写
る

紙
）、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
に
多
い

圧
着
用
は
が
き
、
せ
っ
け
ん
箱
な
ど
強
い

に
お
い
が
つ
い
た
も
の
は
、
資
源
に
な
り

ま
せ
ん
。
燃
え
る
ご
み
と
し
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。

☆
判
断
の
困
難
な
紙

　

紙
袋
で
ビ
ニ
ー
ル
の
取
っ
手
や
金
属
が

付
い
た
も
の
は
取
っ
手
や
金
属
を
外
し
て

く
だ
さ
い
。
紙
袋
の
よ
う
に
見
え
る
も
の

で
も
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
し
て
あ
る
も
の
は

資
源
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
資
源
に
な
る
紙
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、

燃
え
る
ご
み
の
中
に
入
っ
て
い
る
紙
資
源

を
減
ら
す
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
レ
ジ
袋
削
減
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す

　

大
変
便
利
で
使
い
勝
手
の
よ
い
レ
ジ
袋

で
す
が
、
平
成
19
年
度
に
市
の
燃
え
る
ご

み
の
中
身
を
調
査
し
た
結
果
、
年
間
で

約
２
６
０
ト
ン（
３
４
０
０
万
枚
相
当
・

市
民
１
人
当
た
り
年
間
使
用
枚
数
は
約

４
３
０
枚
）
の
レ
ジ
袋
が
廃
棄
さ
れ
、
お

よ
そ
１
５
８
０
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化

炭
素
）が
排
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ジ
袋
１
枚（
約
７
・
６
グ
ラ
ム
）

を
作
成
す
る
に
は
、
約
20
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
原
油
が
使
用
さ
れ
、
１
年
で
約
68
万

リ
ッ
ト
ル（
ド
ラ
ム
缶
３
４
０
０
本
分
）の

原
油
が
焼
却
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
に
当
た
り
、
レ
ジ
袋
削
減
は
す
ぐ
に

で
も
、誰
に
で
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

か
つ
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
で
す
。

　

現
在
、
市
民
団
体
の
方
々
と
レ
ジ
袋
削

減
に
向
け
た
勉
強
会
を
設
置
し
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
か
２

月
か
ら
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
事
業

者
の
方
も
交
え

て
協
議
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
廃
棄
物
対
策
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
７
１
～
１

５
７
２
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
８
３
０
・
９
３
３
３

　　新
牛久ごみ
ニュース
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いよいよ菜の花が咲き始めます！
　一昨年の秋にスタート

した井ノ岡地区内の農地

再生事業。その地にいよ

いよ菜の花が咲き始めま

す。大型機械による雑木や雑草の除去と耕起作業に

取り組んだ牛久市近代農業促進協議会の農地活用部

会（花島常雄部会長）の皆さん。種まきにすすんで参

加してくれた若い農業者グループ UFO クラブ（栗山

壮史会長）の皆さん。大勢の農業者の熱い思いが開花

とともにはじけます。満開を迎える４月には「菜の花

まつり」も開催予定です。どうぞ、

一面に広がる黄色の菜の花畑を見に来てください！

　この菜の花は単に景観を楽しむだけでなく、牛久市バイオマスタウン構想

のもとで最後まで無駄なく使われます。まず搾油して精製された菜種油が学

校給食に。そして給食の廃油は市役所の公用車の燃料になります。きれいで、

おいしくて、環境にやさしいと、いいことずくめの菜の花は、まさに貴重な

資源といえるでしょう。

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521～1522

借金が返せなくなってしまったら
　複数の金融機関から多額の借金をして返済が

困難になる多重債務の相談が寄せられています。

　借金の問題は解決できます。対処方法には任

意整理、特定調停、個人再生手続き、自己破産

の4つの方法がありますがどの対処方法が適し

ているのかは、さまざまな条件を考慮して判断

することになります。まずはご相談ください。

　また多重債務で困っている方が、ヤミ金や融資保証金詐欺の被害にあ

うケースが多くなっています。「極端に低い金利」や「良い条件」はおとり

広告かも知れません。良い融資条件やうまい話には十分注意しましょう。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業

菜の花ただいま育成中

多重債務相談窓口
　関東財務局水戸財務事務所では、自らの収入で返済しきれないほどの借金を抱えお悩みの方か

らの相談に応じ、必要に応じて弁護士や司法書士などの専門家に引き継ぎを行っています。相談

料無料。秘密は守ります。

問い合わせ　財務省　関東財務局　水戸財務事務所　多重債務相談窓口専用ダイヤル

　　　　　　☎029-221-3190（平日午前8時30分～午後0時15分、午後1時～4時30分）
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再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑤

　

前
回
は
、「
松
陽
」な
ど
の
新
た
な
号
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
画
学
専
門
校「
彰
技
堂
」修
了
後
の
芋
銭
の
足
取
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
号「
松
陽
」

を
使
用
し
て
い
た
こ
ろ
と
重
な
り
ま
す
。

　

「
彰
技
堂
」修
了
の
後
、
朝
野
新
聞
の
客
員
に
な
る
ま
で
の
数

年
間
、
芋
銭
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
か
を
資
料
に
よ
っ
て
裏

付
け
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

「
彰
技
堂
」を
修
了
し
た
明
治
18
年
５
月
31
日
以
後
、
芋
銭
の
足
跡
に
関
す
る
最
初
の

資
料
と
し
て
、
芋
銭
あ
て
の
尾
崎
行
雄
の
書
簡（
明
治
23
年
）が
あ
る
こ
と
を
、
既
に
こ

の
連
載
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
小
川
家
の
芋
銭
資
料
中
に
、
こ
の
空
白
を
埋
め
る
１
枚
の
写
真
を
見
つ
け
ま

し
た
。
写
真
裏
の
芋
銭
メ
モ「
明
治
二
十
一
年
九
月
五
日
撮
影　

廣
瀬
孝
次
小
川
茂
吉

両
影
」に
よ
り
、
立
っ
て
い
る
の
が
芋
銭
、
座
っ
て
い
る
の
は
廣
瀬
孝
次
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
撮
影
地
は
、
東
京
上
野（
大
江
写
真
館
）で
す
。

　

問
題
は「
廣
瀬
孝
次
」と
は
誰
な
の
か
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
調
べ
た
結
果
、『
洋
画

先
覚
本
多
錦
吉
郎
』中
の
、
彰
技
堂
修
了
者
名
を
列
記
し
た
ペ
ー
ジ
に
、
廣
瀬
孝
次
の

４
文
字
を
や
っ
と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

明
治
21
年
当
時
、
写
真
館
に
出
向
い
て
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
の
に
は
、
芋
銭
と
廣

瀬
に
と
っ
て
相
応
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、「
彰
技
堂
」で
絵
を
学

ん
だ
同
士
だ
か
ら
、
絵
画
に
関
係
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
な
ん
ら
か
の
形
で
絵
画
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
号「
松
陽
」な
ど
の

使
用
は
、
よ
り
現
実
的
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
芋
銭
研
究
に
お
い
て
、

当
時
の
芋
銭
の
交
友
人
名
が
明
ら

か
に
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
こ
の
点
で
も
画
期

的
な
発
見
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー

　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

�芋銭（写真右）と廣瀬の記念

写真（小川耒太郎氏所蔵）

今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　3月15日（日）午後2時

　『審理（裁判員制度広報用映画）』

◆牛久おもちゃ病院◆3月15日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…今月は第2金曜日午前10時30分

今月の休館日

全館休館日…3月9日（月）・23日（月）

利用者カードをお持ちの方で、

住所や電話番号などを変更した

方は、市中央図書館までお知ら

せください。

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

牛久市読書団体連合会総会記念講演
徒然草を書いた兼好法師はどんな人？

日時　4月11日（土）午後2時～

場所　市中央図書館視聴覚室（2階）

講師　石塚秀雄氏（日本教育大学院大学教授、慶応義

塾大学非常勤講師）

入場料　無料（席は自由です）

主催　牛久市読書団体連合会
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＜137＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（87）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

牛久市バレーボール協会 代表：廣瀬和喜
【活動目的】小学生から60歳代まで幅広い年代の人たち

が生涯スポーツとして励んでいます。また小学生を対

象に教室を開催し、バレーボールの楽しさを体験して

もらい次世代への橋渡しをします。
【定期練習】

＜スポーツ少年団＞○奥野小：水・土曜日午後6時～8時

　○牛久小：日曜日午後4時～6時、月・水曜日午後6時～8時

＜ママさんバレー＞各学校午後8時～10時

　○牛久小、牛久二小、向台小、中根小：水・土曜日

　○牛久一中：月曜日

　○南中、神谷小：月・水・土曜日

　○牛久高校：水・土曜日
【入会案内】随時入会募集しています。スポーツ安全保険

に加入していただきます。
【お知らせ】小学生対象の体験教室を開催します。下根中

学校体育館で、毎月第3日曜日の午後2時から3時30分

まで行います。
【問い合わせ】北濱☎872-5923

≪加盟団体紹介≫ ソフトボール部
　私たち部員200人は、地域密着交流、余暇

の有効活用のため、時には勝利の美酒に酔う

ために、春季大会、秋季大会、リーグ戦を行い、

近隣市町村大会への参加を目指して活動して

います。入部は個人もチームも、いつでも大

歓迎。お気軽にご連絡ください。

【年会費】個人500円、チーム当たり5,000円。

ほか大会参加費として1チーム5,000円。

【問い合わせ】菊池☎874-1480

加盟団体紹介 催し物のご案内

新
しんせいりゅうはなきくかい

成流華菊会（代表：古澤まさ子☎872-7899）

　古澤先生ご指導の下、個々のけいこと毎月1回三日

月橋生涯学習センターで合同けいこをし、日々切
せ っ さ

磋

琢
た く ま

磨し練習を重ねています。またボランティアなどに

参加し、その成果を披露しています。ご声援ください。

●第23回吟
ぎ ん け ん し ぶ

剣詩舞発表会

　文化協会加盟の水府流吟道吾風会、墨水流真
峰会、ほか7団体合同の吟剣詩舞発表会です。
日時　4月19日（日）午前10時～

場所　三日月橋生涯学習センター

入場料　無料

問 い 合 わ せ　 牛 久 市 連 合 詩 吟 会（丸 山 ）☎

874-0614、水府流吟
ぎ ん ど う ご ふ う か い

道吾風会（佐藤）☎874-4034

熱戦が繰り広げら

れた牛久市長杯→

←一緒にソフトボール

を楽しみませんか

文化公演事業からのお知らせ
「能楽を知る集い」～能と源氏物語の世界～

日時　4月5日（日）・12日（日）午前10時～正午

場所　市中央生涯学習センター大講座室

参加費　無料

※参加希望の方は下記事務局までお申し込みください。

牛久市文化協会事務局（市中央生涯学習センター内）

　　　　　　　　☎871-2301（第2・第4月曜日休館）

問 い 合 わ せ
森山直太朗コンサート

チケット発売

3月14日（土）午前9時～
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安
全
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

　

１
月
18
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で｢

う
し
く
防
災
ワ
ー
ル
ド

２
０
０
９
～
地
域
へ
明
日
へ
広
げ
よ
う

防
災
の
輪
～｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
池
辺
勝
幸
市
長

は｢

災
害
の
と
き
は
被
害
者
で
あ
る
と

同
時
に
救
助
者
に
も
な
ら
な
い
と
い
け

な
い｣

と
、
助
け
合
い
の
輪
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長

山
村
武
彦
さ
ん
が｢

最
近
の
災
害
に
学

ぶ『
今
日
か
ら
で
き
る
自
主
防
災
』｣

と

題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
村
さ
ん
は
自
主
防
災
に
つ
い
て
、

「
何
を
守
る
か
、
大
切
に
す
る
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
１
０
０
０
年
に
１
度
の
災
害

が
明
日
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
前

提
で
備
え
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
語
り
、
地
域
・
隣
近
所
で
の
防

災
へ
の
備
え
や
助
け
合
い
の
必
要
性
を

力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
に
は
、
は
し
ご
車
体
験
や

震
度
７
ま
で
体
験
で
き
る
起
震
車
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

が
集
ま
り
ま
し
た
。
起
震
車
を
体
験
し

た
子
ど
も
た
ち
は「
震
度
４
と
５
で
は

だ
い
ぶ
揺
れ
が
違
っ
て
驚
い
た
」
と
話

し
、
地
震
の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、防
災
用
品
の
展
示
・
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
販
売
所
前
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
集

ま
り
ま
し
た
。
防
災
や
危
機
管
理
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
各
家
庭
や
地
域
の

自
主
防
災
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で「
地
球
温
暖
化
防
止
講
演
会
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は「
低
炭
素
社
会

に
向
け
た
12
の
方
策｣

と
題
し
、（
独
立

行
政
法
人
）国
立
環
境
研
究
所
の
藤
野

純
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
関
係
の
深
い
二
酸

化
炭
素
を
減
ら
す
に
は
、
行
政
に
よ
る

ル
ー
ル
作
り
や
市
民
の
消
費
生
活
の
見

直
し
、
ま
た
企
業
も
省
エ
ネ
製
品
を
開

発
す
る
な
ど
、
お
互
い
が
一
体
と
な
っ

て
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
地
球
温
暖
化

く
ら
し
の
便
利
帳
共
同
発
行
へ

だ
と
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転
換
を

訴
え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
家
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
る
計
器
は
あ
る

の
か
」な
ど
の
質
問
が
出
て
、
環
境
問
題

へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
、
市
役
所
へ
の
各
種
届

出
証
明
書
の
交
付
や
福
祉
な
ど
の
行
政

情
報
、
地
域
情
報
や
企
業
の
広
告
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ「
牛
久
市
く
ら
し
の
便

利
帳
」
の
調
印
式
が
牛
久
市
と
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
便
利
帳
作
成
は
、
市
民
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
行
政
情
報
を
提
供
す
る

目
的
で
市
役
所
内
に
組
織
さ
れ
た「
戦

略
的
広
報
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
各

部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

起震車での地震体験

地球温暖化を語る藤野さん池辺市長と（株）サイネックスの村田社長（右）

　

こ
の
便
利
帳
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
フ

ル
カ
ラ
ー
の
約
１
６
０
ペ
ー
ジ
で
、
７

月
に
発
行
を
予
定
。
市
内
全
世
帯
に
配

布
し
、
転
入
者
に
は
随
時
配
布
す
る
予

定
で
す
。
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１
月
30
日
、「
我
が
家
の
き
ず
な
」
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
我
が
家
の
き

ず
な
」
は
、
農
家
が
家
族
一
人
ひ
と
り

の
役
割
や
責
任
を
話
し
合
っ
て
決
め
た

ル
ー
ル
を
文
章
に
し
た
も
の
で
す
。
家

族
全
員
が
協
力
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
農
業
は
、
男
女
共
同
参
画
の
最
先

端
分
野
。
そ
れ
ぞ
れ
が
意
欲
を
持
ち
、

十
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
新
た
に
14
組
の
家
族
が
締
結

し
、
牛
久
市
の
締
結
数
は
41
件
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
齋
藤
章
副
市
長

と
松
本
幸
衛
氏（
稲
敷
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
長
）の
立
ち
会
い
の
下
、

終
始
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
家
の
き
ず
な
調
印
式14組の家族による調印式

ふ
し
ぎ
だ
な	

そ
れ
が
科
学
の	

第
一
歩

　

２
月
14
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
講
座
室
で
は
、
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
の
あ
っ
た
市
内
小
中
学
生
の
作

品
の
中
か
ら
10
点
が
表
彰
さ
れ
、
最
優

秀
賞
は
渡
邉
眞
生
さ
ん（
向
台
小
学
校

５
年
）の「
ふ
し
ぎ
だ
な　

そ
れ
が
科
学

の　

第
一
歩
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
カ
ッ
パ
大
交
流
会
」と
題
し
た
学
校

ビ
オ
ト
ー
プ
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
報
告
会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
代

表（
岡
田
小
学
校
、
牛
久
第
二
小
学
校
、

牛
久
第
三
中
学
校
、
下
根
中
学
校
）
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
生
き
も
の
も
人
も
喜
ぶ
牛
久

市
を
目
指
し
て
、
谷
津
田
や
学
校
の
周

り
を
調
べ
て
そ
の
成
果
を
街
づ
く
り
に

い
か
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ

れ
た「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ
ボ
」で
は
、
発

明
ク
ラ
ブ
に
よ
る
折
り
紙
を
使
っ
た

「
紋
切
り
」（
工
作
）、
牛
久
自
然
観
察

の
森
に
よ
る
顕
微
鏡
と
ツ
バ
キ
の
花
を

使
っ
た「
自
然
を
身
近
に
感
じ
よ
う
！
」

（
観
察
と
工
作
）や
牛
久
南
中
学
校
に
よ

る「
炭
の
パ
ワ
ー
を
体
験
し
よ
う
」（
実

験
と
工
作
）
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
科
学

実
験
教
室
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
。
会
場
は
、
科
学
に
触
れ
合
お
う
と

家
族
連
れ
や
友
達
同
士
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

2進表示温度計を作る子どもたち

子どもたちによる事業報告

　

１
月
31
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研

修
室
で「
男
女
共
同
参
画
公
開
講
座
」が

開
催
さ
れ
、
講
師
に
は
川
崎
市
で
薬
膳

レ
ス
ト
ラ
ン『
い
な
田
』を
営
む
木
村
ま

さ
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。「
育
み

　

は
ぐ
く
ま
れ
」と
題
し
た
講
演
で
は
、

ご
自
身
の
子
育
て
の
経
験
か
ら
感
じ
る

言
葉
と
食
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
語
り
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
に
小
さ
い
と
き
か
ら「
い
た

だ
き
ま
す
」「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言

葉
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
と
い
う
木

村
さ
ん
。「
思
い
や
り
の
言
葉
、
感
謝
の

言
葉
が
、
人
を
結
ぶ
、
家
族
を
結
ん
で

い
く
、
命
が
子
ど
も
に
受
け
継
が
れ
、

ま
た
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
」と

言
葉
と
命
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
積
極
的
に
質
問
が
出
る

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
の
す
そ
野
を
広

げ
る
の
に
役
立
つ
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
公
開
講
座言葉と食育を語る木村さん
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庭田選手のウエアと帽子

　

２
月
２
日
、
市
中
央
図
書
館
で
、
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、「
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
行

わ
れ
、
池
辺
勝
幸
市
長
か
ら
６
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
右
か

ら
八
木
ミ
チ
子
さ
ん
、
羽
鳥
鶴
枝
さ
ん
、

古
林
久
さ
ん
、
池
辺
市
長
、
浅
野
久
子

さ
ん
、梨
本
昭
子
さ
ん
、内
藤
住
子
さ
ん
）

　

式
典
の
後
、
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
も

活
躍
中
の
月
下
和
恵
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
話

し
方
や
歌
い
方
、
絵
人
形
の
貼
り
方
・
は

ず
し
方
な
ど
を「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」を
実

演
し
な
が
ら
、
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
感
謝
状

感謝状が贈られたボランティアの皆さん

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
を

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
に
出
場
し
た
庭
田
清
美
選
手
か
ら
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
し
た
ウ
エ
ア
と
帽

子
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
牛
久
運
動

公
園
内
の
１
階
事
務
室
前
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
感
動
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
関

す
る
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　

２
月
１
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で「
子
ど
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に

育
つ
地
域
づ
く
り
・
子
ど
も
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見

守
り
を
し
て
い
る
市
防
犯
連
絡
員
、
自

警
団
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
な
ど
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

千
葉
大
学
中
村
攻
名
誉
教
授
の
基
調

講
演
で
は
、「
犯
罪
防
止
に
は
高
齢
者
の

方
や
親
た
ち
が
地
域
に
関
心
を
持
っ
て

楽
し
く
子
ど
も
を
守
る
対
策
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
日
立
市
や
奈
良
市
な

ど
の
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

中村名誉教授による基調講演

　

１
月
18
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修

室
で「
こ
こ
ろ
の
健
康
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
の
あ
い
さ
つ
で
、
池
辺
勝
幸
市

長
は｢

精
神
的
な
障
が
い
の
有
る
無
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
、
み
ん
な
が
生
活
し

や
す
い
社
会
に
な
る｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

茨
城
大
学
准
教
授
の
長
谷
川
幸
介

先
生
に
よ
る「
た
か
め
よ
う
！
こ
こ
ろ

の
力
、
ひ
ろ
げ
よ
う
！
こ
こ
ろ
の
輪
」

と
題
し
た
講
演
で
は「
１
番
の
心
の
健

康
は
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ

と
。
他
人
と
比
べ
る
こ
と
な
く
、
障
が

い
は
１
つ
の
個
性
だ
と
思
う
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
心
の
健
康
を
つ
く
る
た
め

に
は『
た
ま
り
場
』の
よ
う
な
交
流
の
場

個
性
を
大
切
に
し
よ
う

心の健康を語る長谷川先生

が
地
域
に
必
要
で
あ
る
」
と
提
案
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
講
演
に
立
っ
た
茨
城
大
学
講

師
の
外
岡
仁
先
生
は
江
戸
時
代
の｢

生

き
生
き
と
し
た
生
き
様｣

な
ど
を
例
に

楽
し
く
話
を
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
心
の
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル
体
質
判
定
、
市
内

福
祉
事
業
所
に
よ
る
手
工
芸
品
や
焼
き

菓
子
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ

れ
、
参
加
者
は
心
の
病
気
や
障
が
い
に

関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
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県
民
駅
伝
大
会
健
闘
！

牛
久
走
友
会
第
６
位
入
賞

　

12
月
13
日
、
水
戸
市
の
笠
松
運
動
公

園
内
の
コ
ー
ス
で
、「
第
25
回
茨
城
県
民

駅
伝
競
走
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
牛
久

市
か
ら
選
ば
れ
た
中
高
生
を
含
む
選
抜

メ
ン
バ
ー
が
市
町
村
対
抗
戦
に
挑
み
ま

し
た
。
健
闘
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
惜

し
く
も
22
チ
ー
ム
中
16
位
で
し
た
。

　

一
方
、
ク
ラ
ブ
の
部
で
は
牛
久
走
友

会
Ａ
チ
ー
ム
が
前
年
よ
り
記
録
を
上

げ
、
26
チ
ー
ム
中
６
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
第
26
回
大
会
は
さ
ら
な
る
好
記
録

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

プ
ロ
野
球
セ
ン
ト
ラ
ル　

リ
ー
グ
審
判
員
誕
生

　

平
成
21
年
度
か
ら
牛
久
野
球
連
盟
所

属
審
判
員
大
和
貴
弘
さ
ん
が
、
プ
ロ
野

球
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
野
球
連
盟
に
採

用
さ
れ
ま
す
。
大
和
さ
ん
の
人
柄
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
機
敏
な
行
動
と
適

切
な
判
断
力
、
明
快
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
選

手
の
プ
レ
ー
を
一
層
活
発
に
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

氏
名　

大
和
貴
弘（
や
ま
と 

た
か
ひ
ろ
）

所
属　

牛
久
野
球
連
盟

経
歴　

１
９
８
４
年
生
ま
れ
の
25
歳
。

帝
京
大
学
４
年
時
に
米
国
の
ジ
ム
・

エ
バ
ン
ス
審
判
学
校
へ
審
判
留
学
し
、

帰
国
後
プ
ロ
審
判
テ
ス
ト
を
受
け
る

が
失
敗
。
こ
の
年
、
牛
久
野
球
連
盟

審
判
部
に
登
録
。
２
年
間
研
究
と
努

力
と
精
進
を
重
ね
、
平
成
20
年
度
か

ら
セ
・
リ
ー
グ
の
審
判
研
修
員
と
な

り
、
超
難
関
・
採
用
１
名
枠
の
切
符

を
手
に

入

れ
、

プ
ロ
野

球
審
判

員
と
な

り
ま
し

た
。

　

１
月
18
日
に
茨
城
県
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た「
第
31
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
交
流
茨
城
県
大
会
」で
、
牛
久
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
競
技
団
が
準
優
勝

と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

先
鋒
…
大
木（
牛
久
剣
友
会
）

次
鋒
…
大
山（
清
流
剣
友
会
）

中
堅
…
駒
田（
清
流
剣
友
会
）

副
将
…
峰
添（
若
竹
剣
友
会
）

大
将
…
山
口（
清
流
剣
友
会
）

県
大
会
で
牛
久
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
準
優
勝

牛久市野球スポーツ少年団平成20年大会

牛久市から参加したランナーの皆さん見事準優勝した少年団の剣士の皆さん

大　会　名 優　　勝 準　優　勝

第29回新人戦 牛久ティガース 牛久中根サンダース

第29回春季大会 牛久中根サンダース 刈谷イーグルス
第29回秋季大会 刈谷イーグルス 奥野ライナーズ

第8回ジュニア大会 牛久中根サンダース 刈谷イーグルス

20年度牛久市長杯 刈谷イーグルス
取手市大会 刈谷イーグルス
利根町大会 刈谷イーグルス
日刊スポーツ新聞社杯 奥野ライナーズ

（
敬
称
略
）
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部門 優勝 準優勝 第３位

男子Ａ 杉田・百武 中井・島田 藤森・藤森、佐原・吉田

男子Ｃ 石橋・江藤 谷口・坂本 高瀬・清水、落合・遠藤

男子Ｄ 張谷・石塚 山越・幸田 本橋・松島、寺林・川井
女子Ａ 小林・野尻 桑原・林 遠藤・伊野
女子Ｂ 早野・大和 飯島・浮田 薮崎・寺門
女子Ｃ 戸田・江川 平井・金澤 北山・松井、輿水・宮本
女子Ｄ 棚橋・小川 吉田・岡田 松浦・横田、高位・榎本
小学生 松浦・武者 沢田・高橋 高橋・佐藤

＜12月21日（日）牛久運動公園

　50ペア参加＞

スポーツチャンピオンフェスティバル大会

牛久市スポーツ少年団ミニバスケットボール大会
部　　門 優　　勝 準　優　勝 第　３　位

男子 牛久ミニバス 神谷ミニバス 岡田ミニバス
女子 牛久ミニバス 向台ミニバス ワイルドキャッツ

＜12月14日（日）牛久運動公園＞　

バレーボール大会（スポーツ少年団）

優　勝　ホクレア

準優勝   おくのＡ

第３位　ファイターズ

第４位　おくのＢ

＜1月25日（日）牛久運動公園体育館＞

（敬称略）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラ
ストや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便り
には住所と氏名、電話番号を記入してください。また、
匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネーム
も OKです。
あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1「広報うしくちょっと休憩」係
　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆さんの
お便りから

氷
雨
で
も
春
が
す
ぐ
そ
こ
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

湯
西
川
雪
の
か
ま
く
ら
神
宿
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

水
仙
に
秘
す
る
喜
び
う
ち
あ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

年
重
ね
小
女
に
戻
る
雛
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

陸は

し橋
に
立
ち
初
富
士
遠
く
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

初
春
に
健
康
祝
う
八
十
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町　

酒
井
さ
ん

耕
さ
れ
河
童
水
田
春
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム　

た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん

牛
久
ミ
ニ
バ
ス（
男
子
）

牛
久
ミ
ニ
バ
ス（
女
子
）

バドミントンチャンピオンフェスティバル大会
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
三
十
七
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

小
川
芋
銭
と
犬
田
・
住
井
夫
妻

―

「
抱ほ
う
ぼ
く
し
ゃ

樸
舎
」の
名
前
の
由
来―

　

犬
田
・
住
井
夫
妻
は
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
年
）の
７
月
30
日
に
東
京
で
の

生
活
を
切
り
上
げ
て
、
牛
久
沼
畔
の
台
地

上
に
あ
る
犬
田
の
生
家
に
戻
っ
て
き
た
。

　

犬
田
家
は
近
所
の
小
川
芋
銭
宅
で
も
ら

い
ぶ
ろ
を
し
て
い
た
。
ふ
ろ
上
が
り
に
、

芋
銭
か
ら
聞
く
老
子
・
荘
子
の
話
が
、
卯

の
東
京
で
の
修
羅
場
の
生
活
で
さ
さ
く
れ

た
気
分
を
和
ま
せ
た
。
そ
の
芋
銭
は
昭
和

13
年（
１
９
３
８
年
）12
月
17
日
に
雲う
ん
ぎ
ょ
て
い

魚
亭

で
71
年
に
わ
た
る
生
涯
を
閉
じ
た
。
卯
の

翌
14
年
１
月
８
日
の
日
記
に「
芋
銭
先
生

が
亡
く
な
ら
れ
た
。
父
を
亡
く
し
た
よ
う

な
気
持
ち
で
あ
る
」と
あ
っ
た
。

　

一
方
の
住
井
の
場
合
は
、
芋
銭
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
、
中
国
の
古
典
老
荘
思
想

（
文
人
画
家
が
素
養
と
し
た
）に
深
く
傾
倒

し
て
い
っ
た
。
住
井
は
、
田た

お

か岡
嶺れ
い
う
ん雲（
芋

銭
と
交
流
が
あ
っ
た
）
の
和わ

や

く譯
老ろ

う

し子
全
・

和
譯
荘そ

う

し子
全
を
座
右
の
書
と
し
、
こ
の
書

を
常
に
書
斎
の
机
上
に
置
い
て
い
た
。
住

井
が
昭
和
53
年（
１
９
７
８
年
）に
私
財
を

投
じ
て
宅
地
の
一
角
に
建
設
し
た
学
習
会

場
に
は「
抱
樸
舎
」と
名
付
け
た
。
抱
樸
舎

の
三
文
字
は
そ
も
そ
も
犬
田
が
、
東
京
・

小
石
川
の
寺
院
の
庫く

り裏
の
一
室
に
間
借
り

し
て
い
た
と
き
に
芋
銭
が
示
唆
を
込
め
て

書
い
て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。『
抱

樸
』の
出
典
は
老
子（
紀
元
前
４
世
紀
時
代

の
中
国
の
学
者
）
の
書
物
だ
。
住
井
の
抱

樸
に
つ
い
て
の
短
い
解
説
文
に
は
、「
樸
と

は
、
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
ま
ん
ま
の
ア

ラ
木（
原
木
）の
こ
と
で
す
。
一
見
不
格
好

で
何
の
と
り
え
も
な
さ
そ
う
で
す
が
、
手

の
施
し
よ
う
で
、
こ
れ
は
家
や
家
具
と
も

な
れ
ば
、
り
っ
ぱ
な
工
芸
品
、
芸
術
作
品

に
も
な
り
ま
す
ね
。
ア
ラ
木
に
は
多
種
多

様
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
人
間
も
、
ま
さ
に
そ
れ
と
同
じ
じ
ゃ

あ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
見
か
け
は
何
の
ヘ

ン
テ
ツ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
う
ち
に
多
種

多
様
な
可
能
性
を
備
え
て
い
る
か
ら
、
価

値
が
あ
る
ん
で
す
。
素
朴
な
心
を
抱
き
つ

づ
け
る
こ
と
…
」と
あ
っ
た
。

　

小
川
芋
銭
は
、
わ
が
国
の
美
術
史
上

に「
情
趣
豊
か
な
独
特
の
作
風
で“
南
画

（
文
人
画
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）”
の
新
境

地
を
開
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
該
当
す

る
作
品
名
は『
水
虎
と
そ
の
眷け
ん

族ぞ
く

』
や『
夕

風
』『
狐
の
嫁
』な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
平ひ
ら
ふ
く福

生
の
友
頼ら
い

山さ
ん
よ
う陽
ほ
か
各
地
の
文
人
と
も
親

交
を
持
ち
詩
画
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
。

竹
田
の
南
画
、
つ
ま
り
文
人
画
の
画
論
は

「
絵
を
描
く
の
に
、
技
術
が
未
熟
で
あ
る

こ
と
は
そ
ん
な
に
嘆
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は

な
い
が
、
精
神
の
力
が
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
は
心
配
で
あ
る
。
技
術
に
巧
み
な
人

は
、
特
に
昔
の
優
れ
た
絵
画
を
模
倣
す
る

の
を
得
意
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
精
神

の
充
実
し
た
人
は
、
独
自
の
立
場
に
立
っ

て
創
作
す
る
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
生
ま
れ
で
、
明
治
・

大
正
時
代
を
代
表
し
た
文
人
画
家
富と
み
お
か岡

鉄て
っ
さ
い斎（

天
保
７
年（
１
８
３
６
年
）
～
大
正

13
年（
１
９
２
４
年
））
は
生
涯
で
数
万
点

に
上
る
南
画（
文
人
画
）作
品
を
残
し
て
い

る
が
、「
自
分
は
儒
者
だ
。画
家
で
は
な
い
」

と
言
い
続
け
た
。

百ひ
ゃ
く
す
い
穂
、
小こ

す

ぎ杉
放ほ
う
あ
ん庵
ら
の
新
し
い
水
墨
表
現

と
並
ん
で
、
彼
が
近
代
文
人
画
表
現
と
い

う
べ
き
新
し
い
画
境
を
開
拓
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
南
画
は
南な
ん
そ
う
が

宋
画
の
略
で
、

中
国
の
明み
ん

時
代
の
董と
う
き
し
ょ
う

其
昌（
１
５
５
４

年
～
１
６
３
６
年
）
が
初
め
て
説
い
た
画

派
の
呼
称
だ
。董
其
昌
は
書（
行
書
・
草
書
）

に
も
秀
で
、南
画
を
文
人
画
と
も
称
し
た
。

文
人
と
は
高
い
教
養
を
身
に
付
け
た
、
詩

文
の
才
能
を
持
つ
人
の
意
味
で
、
か
か
る

人
々
が
非
職
業
的
に
描
い
た
絵
を
文
人
画

と
呼
ん
だ
の
だ
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
も
た
ら
さ
れ
た
南
画

の
作
品
を
模
倣
し
、
南
画
関
係
書
物
を
唯

一
の
参
考
文
献
に
し
て
、
南
画
を
描
き
、

わ
が
国
南
画
の
先
駆
者
と
称
さ
れ
た
の
が

紀
州
藩
儒
官
で
漢
詩
人
の
祇ぎ

お

ん園
南な
ん
か
い海

と
、

儒
学
者
で
漢
詩
人
の
服は
っ
と
り部

南な
ん
か
く郭

だ
。

　

祇
園
南
海
の
作
品
の
影
響
を
受
け
て
、

わ
が
国
の
南
画
様
式
を
完
成
さ
せ
た
の
は

池い
け
の
た
い
が

大
雅
と
与よ

さ謝
蕪ぶ

そ

ん村
だ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
南
画
を
描
い
た
画

家
を
代
表
す
る
田た

の

む

ら

能
村
竹ち
く
で
ん田（

１
７
７
７

年
～
１
８
３
５
年
）
は
、
幼
少
よ
り
田
能

村
家
代
々
の
職
で
あ
る
医（
岡
藩
主
御
典

医
）
を
好
ま
ず
、
絵
を
た
し
な
み
、
経
学

文
章
を
志
し
た
。
身
を
常
に
文
人
の
立
場

に
置
き
、
国
学
者
上う

え

だ田
秋あ
き
な
り成
、
池
田
藩
大

目
付
浦う
ら
が
み上
玉ぎ
ょ
く
ど
う
堂
、
岡お

か

だ田
米べ
い
さ
ん
じ
ん

山
人
な
ど
京
坂

地
方
の
文
人
画
人
と
交
流
し
、
さ
ら
に
終

�
小
川
芋
銭
。
芋
銭
は
河
童
、
漫
画
、
挿

絵
、
南
画（
文
人
画
）を
描
い
た
。
南
画

（
文
人
画
）を
描
く
一
方
で
老
荘
思
想
に

通
じ
、
書
・
詩（
俳
句
・
短
歌
）を
よ
く

し
た
。
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統
計
調
査
員
の
登
録
募
集

　

市
で
は
、
国
や
県
の
各
種
統
計
調
査

に
従
事
す
る
統
計
調
査
員
の
事
前
登
録

を
行
い
ま
す
。

主
な
仕
事　

①
調
査
員
事
務
打
ち
合
わ

せ
会
へ
の
出
席
②
調
査
基
準
日
か
ら
前

後
２
週
間
程
度
、
担
当
調
査
区
の
世
帯

や
事
業
所
を
訪
問
し
、
各
種
統
計
調

査
票
の
記
入
依
頼
お
よ
び
回
収
③
調

査
関
係
書
類
の
審
査
お
よ
び
提
出
。

身
分　

国
や
県
か
ら
任
命
さ
れ
る
非
常

勤
の
公
務
員

対
象　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
責
任
を
も
っ
て
調
査
員
の
事
務
を

遂
行
で
き
る
方
②
秘
密
の
保
護
に
関

し
信
頼
の
お
け
る
方
③
税
務
、
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
方
④
選
挙
に
直

接
関
係
の
な
い
方

報
酬　

統
計
調
査
ご
と
に
国
の
交
付
基

準
に
基
づ
き
支
給（
約
３
万
円
～
４

万
円
前
後
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課

☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
０
１
４

農
業
委
員
会
総
会
開
催
日

変
更
の
お
知
ら
せ

　

県
か
ら
の
農
地
転
用
許
可
事
務
委
任

に
伴
い
、
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

総
会
開
催
日　

毎
月
10
日

許
可
申
請
受
付
締
切
日　

毎
月
25
日

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
委
員
会
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
３
７
０
１

便
利
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
無

料
貸
し
出
し
実
施
中
！

対
象　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
中
学
生
以
上
の
方
②
牛
久
駅
東
口

ま
た
は
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
市
営
駐

輪
場
を
６
カ
月
以
上
定
期
使
用
し
て

い
た
だ
け
る
方
③
誓
約
書
の
内
容
に

同
意
し
て
い
た
だ
け
る
方

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

各
駐
輪
場
の
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

自
転
車
が
無
く
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
残
っ
て
い
る
台
数
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
２
２
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.city.ushiku.

ib
a
ra

ki.jp/section/toshikeika
ku/

index.htm

自
衛
官
募
集

◎
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

受
験
資
格　

平
成
21
年
７
月
１
日
現
在

で【
一
般
】18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方
、

【
技
能
】18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
て
53
歳
～
55
歳
未
満
の
方

申
込
締
め
切
り
日　

４
月
13
日（
月
）

試
験
期
日　

４
月
18
日（
土
）
～
20
日

（
月
）の
う
ち
指
定
す
る
日

◎
自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技
術
）

受
験
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

で
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
②
20

歳
以
上
22
歳
未
満
で
、大
学
を
卒
業（
見

込
み
含
む
）し
た
方
、
ま
た
は
外
国
に

お
け
る
学
校
を
卒
業
し
た
場
合
で
大
学

卒
業
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方
③
修
士

学
位
を
受
け
た
28
歳
未
満
の
方

申
込
期
間　

４
月
１
日（
水
）～
５
月
12

日（
火
）

試
験
日　

【
１
次
試
験
】
５
月
16
日

（
土
）、
飛
行
要
員
の
み
５
月
17
日

（
日
）、【
２
次
試
験
】６
月
16
日（
火
）～

18
日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
日

場
所　

各
人
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２

９
７
・
64
・
３
３
５
１
Ｅ
メ
ー
ル

hq1-iba
ra

ki@
pco.m

od.g
o.jp

ホ

ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
od.g

o.jp/

pco/iba
ra

ki/

第
86
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

出
店
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

４
月
12
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

申
込
受
付
開
始　

３
月
11
日（
水
）～

定
員　

約
40
区
画
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

出
店
料　

２
０
０
０
円

※
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ

ア
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
５
１
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ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
期
限
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
の
12
月
か
ら
販
売
し
た
ハ
ー

ト
フ
ル
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
有
効
期
限

は
、
３
月
31
日（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
４
月
に
な
る
と
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
お
持
ち
の
方
は

お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
商
工
会
☎
８
７

２
・
２
５
２
０

巨
木
・
街
路
樹
の
写
真
展
示
と

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
報
告
会

日
時　

３
月
14
日（
土
）～
15
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
３
時（
映
像
発
表
…
午

前
10
時
～
11
時
、
午
後
１
時
～
２
時
）

場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

内
容　

市
内
の
巨
木
・
古
木
・
希
少
木

の
写
真
、
調
査
デ
ー
タ
、
計
測
器
具

の
展
示
と
解
説
。
広
報
う
し
く
連
載

中
の「
わ
が
街
の
木
」オ
リ
ジ
ナ
ル
写

真
、
街
路
樹
資
料
と
解
説
。

主
催　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
う
し
く
里
山
の
会

（
巨
木
リ
サ
ー
チ
、
チ
ー
ム
街
路
樹

20
）・
牛
久
市
協
働
事
業

問
い
合
わ
せ　

う
し
く
里
山
の
会（
増

田
）
☎
８
７
２
・
７
１
８
６
、
市
緑

化
推
進
課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内

線
１
５
１
１
～
１
５
１
２

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
大
切
な

お
知
ら
せ

　

現

在

の

テ

レ

ビ

放

送

（
地
上
ア
ナ
ロ

グ

放

送

）
は
、

２

０

１

１

年

（
平
成
23
年
）
７

月
24
日
に
終
了
し
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
テ
レ
ビ
放
送（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・

以
下
、
地
デ
ジ
）
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る

に
は
、
①
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
に
買
い

換
え
る
②
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い

足
し
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
見
る
③
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
な
ど
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
①
②
に
つ
い
て
は
、
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

７
０
・
０
７
・
０
１
０
１（
平
日
午

前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝

日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）、
市
情

報
政
策
課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１

内
線
１
６
７
１
、（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放

送
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.dpa

.or.jp/

2月から農業機械の貸し出しを始めました
　この事業は、農作業の効率化や、農地、里山林およびその周辺の環境保全を目的としています。

営利目的の場合を除き、農地などを所有または管理する市民の方ならどなたでも利用できます。

貸出日の5日前までに、市農業政策課に申込用紙を提出してください。直接お越しいただくか、

電話や FAX でも受け付けています。申込用紙は、市農業政策課、牛久クリーンセンター、奥

野生涯学習センター、JA 竜ヶ崎市牛久営農経済センターにあります。

機械名称 貸出 ･ 返却場所 利用料金（日額）

バロネス（草刈り機）

牛久クリーンセンター

（奥原町）

奥野生涯学習センター

（島田町）

5,000円

プラウ（耕起機）

JA 竜ヶ崎市牛久営農経

済センター（小坂町）

5,000円
ドリルシーダー

（播種機）
10,000円 

ミスト（噴霧機） 1,000円
ライムソア

（散粉機）
5,000円 

ブロードキャスター

（散粒機）
5,000円 

ブームスプレイヤー

（薬剤散布機）
10,000円 

バ
ロ
ネ
ス

ド
リ
ル
シ
ー
ダ
ー

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521～1522FAX871-5781
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

う
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
登
録
団
体
募
集

市
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
サ
イ
ト

　

皆
さ
ん
の
活
動
の
情
報
を
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
信
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w

w
.u

sh
ik

u
-sh

im
in

.jp
/

○
情
報
の
発
信
が
簡
単
に
で
き
ま
す

　

独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
自
動
作
成
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、経
験
の
な
い
方
で
も
、

簡
単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
更
新
も
簡
単
で
す
の
で
、

第15回記念うしく現代美術展出品作家募集
　うしく現代美術展は、創作意欲旺

おうせい

盛な作家で組織されて

います。牛久市と近隣市町村に在住・在勤の当美術展の趣

旨に賛同する作家で構成され、芸術文化を希求する地域社

会の心に応えようと、作品の制作に取り組んでいます。この

美術展は、作家とボランティアの方々、それに支援助成を

していただいている行政とが三位一体の形態をとりながら、

毎年テーマを掲げて開催しています。

募集期間　3月１日（日）～31日（火）※3月9日・23日は休館日。

応募条件　市内および近隣市町村に在住・在勤の方

応募方法　ア．略歴（常識的な範囲で記入してください）

　イ．5点以上の違う作品の写真※キャビネまたは A5サイ

ズ以上（作品掲載の図録代用でも可）。

　ウ．各作品に素材、サイズ、制作年などを明記してください。

※ア・イ・ウを同封の上、下記までお申し込みください。

選考　4月19日（日）うしく現代美術展実行委員会

※選考結果については、応募いただいた方全員に郵送で通

知します。また、お送りいただいた資料は返却します。

※選考に通った方は、当美術展趣旨をご理解いただき会場

設営 ･ 運営実務に参加してください。（詳細はお問い合わ

せください）

第15回記念うしく現代美術展
開催期間：11月15日（日）～29日（日）（予定）

開催場所：市中央生涯学習センター展示ホール・多目的

ホール・ホワイエ・中庭・女化青年研修所

分野：平面（洋画・日本画・版画・書・デザイン）、立体（彫

刻・インスターレーション）、クラフト（陶・染織・七宝・

金工・ガラス・漆芸・木工）、映像（写真・ビデオ）

出品料：5,000円（作品搬入時）

応募・問い合わせ　うしく現代美術展実行委員会事務局

（〒300-1211牛久市柏田町1606-1牛久市教育委員会生涯

学習課内）☎871-2301※第2・第4月曜日休館。

情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
便
利
で
す
。

○
登
録
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
お
手

伝
い
も
し
ま
す

　

う
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
へ
の

登
録
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
更
新

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
初
心
者
で
自
信

の
な
い
方
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
の

団
体
も
登
録
可
能
で
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
リ
ン
ク
す

る
こ
と
に
よ
り
、
あ
な
た
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
す
。

○
市
民
活
動
団
体
の
活
動
情
報
が
よ
く

分
か
り
ま
す

　

市
内
１
０
３
団
体
が
こ
の
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

い
ま
す
。
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
登
録
で
き
る
団
体
】

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
会
員
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
内

で
活
動
し
て
い
る
非
営
利
の
団
体（
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化
活
動
団
体
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
行
政
区
・
自
治
会
な
ど

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど
）
な

ら
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
市
民
活
動
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
６
３
４

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

東
洋
大
学
附
属
牛
久
高
等
学
校
吹
奏
楽

研
究
部

日
時　

３
月
29
日（
日
）午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

曲
目　

昭
和
大
特
集（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

ア
ニ
メ
、
演
歌
）、
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
！
、
踊
り
あ
か
そ
う　

ほ
か

入
場
料　

無
料

※
お
預
か
り
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

は
、
前
回
と
同
様
に
、
牛
久
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
全
額
お
届
け
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

東
洋
大
学
附
属
牛
久
高

等
学
校
吹
奏
楽
研
究
部（
小
篠
）☎
８

７
２
・
０
３
５
０



��  －広報うしく－

　　市役所☎873-2111　FAX873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

姉妹都市カナダ・ホワイトホース市の

ユーコンカレッジに短期留学してみませんか？
　5月11日（月）から8月21日（金）まで、月曜日から1週間単位で授業を受けることができます。

授業料　5日間（月～金曜日）22.5時間で、268カナダドル※牛久市役所からの紹介者（市内に在住

の方のみ）は、授業料が10％引きとなります。

滞在方法　ホームステイ、カレッジの寮、ホテルの中から選択できます。

滞在費用の目安　ホームステイの場合1週間で約1,200カナダドル、1カ月で約2,720カナダドル

程度です（10％引き後の授業料込み）。

※夏季のみではなく、正規の留学コースもあります。この場合も牛久市役所からの紹介者（市内

に在住の方のみ）の場合は、授業料が10％引きとなります。

※興味のある方には詳しい内容をお知らせしますので、お問い合わせください。

※牛久市役所からは、ユーコンカレッジへのご紹介のみとし、渡航および入学などの手続きにつ

いては各自でお願いします。

※ユーコンカレッジには、日本人の職員がいますので日本語での交信も可能です。

【参考】　2月初旬時点のレートは1カナダドル＝約75円です。

☆4月6日（月）午前11時から、市役所分庁舎第1会議室で、ユーコンカレッジ職員による説明会を

開催します。ご希望の方は下記までお申し込みください。

申し込み・問い合わせ　市市民活動課☎873-2111内線1633FAX873-2512、ユーコンカレッジ日本語

版ホームページ http://www.yukoncollege.yk.ca/international/future-students/japanese/fees-costs.php

平
成
20
年
度
新
し
く
市
指
定
文
化
財
に
加
わ
り
ま
し
た

①
俳は
い
じ
ん
せ
き
り
ゅ
う

人
石
龍
の
墓ぼ

ひ碑

　

正
源
寺
境
内
に
あ
り
、
石
龍
こ
と
牛

久
本
陣
の
佐
野
左
右
衛
門
を
し
の
ぶ
文

章
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
金こ
ん
ご
う
か
い
だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
せ
き
ぶ
つ

剛
界
大
日
如
来
石
仏

　

田
宮
町
の
鹿
島
神
社
境
内
に
あ
り
、

江
戸
時
代
に
信
仰
さ
れ
た
念
仏
講
に
よ

り
作
ら
れ
ま
し
た
。

③
阿あ
み
だ
に
ょ
ら
い
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う

弥
陀
如
来
三
尊
像

　

浄
妙
寺
本
尊
。
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら

後
期
の
間（
13
世
紀
後
半
）に
作
ら
れ
ま

し
た
。

④
閻え
ん
ま
だ
い
お
う
ざ
ぞ
う

魔
大
王
坐
像
と
奪だ

つ

え

ば

ざ

ぞ

う

衣
婆
坐
像

　

得
月
院
閻
魔
堂
に
あ
り
、
江
戸
時
代

中
期
の
宝
永
４
年（
１
７
０
７
年
）に
作

ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課（
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

８
７
１
・
２
３
０
１
※
第
２
・
第
４

月
曜
日
休
館
。

�閻魔大王坐像

➡奪衣婆坐像
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健
康
で
美
し
い
ボ
デ
ィ
ー

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
新
登
場
！

　

ボ
デ
ィ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
始
ま
り

ま
す
。
体
の
体
幹
部
分
を
鍛
え
ま
す
。

継
続
し
て
理
想
の
姿
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
２
階
ス

タ
ジ
オ

利
用
料　

市
内
の
方
３
１
０
円
・
市
外

の
方
４
７
０
円（
お
得
な
回
数
券
11

回
分
も
あ
り
ま
す
）
※
ボ
デ
ィ
ー
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
参
加
料
含
む
。

持
参
す
る
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・

２
４
８
６
内
線
16

第
35
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

教
室

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
28
日（
土
）午
前
９
時
～
11

時
場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん

参
加
費　

大
人
の
み
１
０
０
円(

保
険

代
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す)

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

３
月
25
日（
水
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
ヘ
ル
シ
ー

ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル「
Ｂ
ｅ
ヘ
ル
シ
ー
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
８
７
３
・
２
４
８
６

少
林
寺
拳
法
少
年
部
新
年

度
４
月
会
員
募
集

　

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
護

身
術
武
道
の
会
で
す
。

日
程　

【
牛
久
警
察
署
】毎
週
木
曜
日
午

後
６
時
30
分
～
、【
関
電
工
研
修
セ
ン

タ
ー
体
育
館
】
隔
週
日
曜
日
午
前
９

時
～

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
少
林
寺
拳
法

部
問
い
合
わ
せ　

高
橋
☎
０
９
０
・
９
１

５
６
・
４
７
１
８
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
牛

久
市
少
林
寺
拳
法
少
年
部
で
検
索

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

Ｒ
ｙ
ｏ‘
ｓ
エ
ア
ロ

　

初
心
者
大
歓
迎
。
運
動
不
足
、
ス
ト

レ
ス
解
消
、
お
子
さ
ん
連
れ
О
Ｋ（
託

児
所
な
し
）。
見
学
・
体
験（
無
料
）
随

時
Ｏ
Ｋ
。
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

約
１
時
間

場
所　

ス
ペ
ー
ス
ワ
ン（
栄
町
）

内
容　

初
心
者
エ
ア
ロ（
約
40
分
）＋
ラ

テ
ン
・
キ
ッ
ク
・
ズ
ン
バ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

筋
ト
レ
の
い
ず
れ
か
１
種（
約
10
分
～

15
分
）を
週
替
わ
り
で
行
い
ま
す
。

利
用
料　

月
会
費
４
０
０
０
円
ま
た
は

１
回
１
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

Ｒ
ｙ
ｏ‘
ｓ
エ
ア
ロ
☎

０
９
０
・
９
６
８
９
・
３
４
７
１

歴
史
を
語
り
合
う
会

　

歴
史
を
自
由
に
語
り
合
う
場
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
15
日（
日
）午
後
２
時
～
５
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
４
階
第
１
講

座
室（
牛
久
駅
西
口
）

演
題　

「
乙
巳
の
変
か
ら
壬じ
ん
し
ん申
の
乱
へ
」

皇こ
う
ぎ
ょ
く極
即
位
と
斑
い
か
る
が
の
み
や

鳩
宮
襲
撃
、
蘇そ

が

の我

入い

る

か鹿
殺
害
、
百く

だ

ら済
滅
亡
、「
旧
き
ゅ
う
と
う
し
ょ

唐
書
」

に
み
る
二
つ
の
王
朝
、
天
武
は
天
智

の
同
母
弟
か
な
ど
、
興
味
深
い
問
題

を
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。
素
朴
な

質
問
も
大
歓
迎
。

講
師　

宮
川
克
己
氏

資
料
代　

３
０
０
円

主
催　

牛
久
史
談
会

次
回
開
催　

４
月
５
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

小
林
☎
８
７
３
・
３
２

９
９高

齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委

員
会
委
員
募
集

　

高
齢
者
自
ら
が
地
域
の
高
齢
者
を
対

象
に
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
を
企
画
し
実
施
す
る
委

員
会
で
す
。

対
象　

県
内
に
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
委
員
会
の
活
動
に
き
ち
ん

と
出
席
で
き
る
方
。
※
地
方
公
共
団

体
の
長
お
よ
び
議
長
は
除
く
。報
酬
・

交
通
費
は
な
し
。

任
期　

４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
末
日

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
と「
応
募
の
動
機
、
活
動
の
抱

負
、
社
会
活
動
歴
な
ど（
２
０
０
字

程
度
）」を
明
記
し
、
３
月
13
日（
金
）

ま
で（
当
日
消
印
有
効
）に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

（
社
福
）茨
城
県

社
会
福
祉
協
議
会　

茨
城
わ
く
わ
く

セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
０
‐
８
５
８
６

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
茨
城
県
総

合
福
祉
会
館
３
階
）
☎
０
２
９
・
２

４
３
・
８
９
８
９
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・

２
４
４
・
４
６
５
２
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

　

筑
波
大
学
ダ
ン
ス
部
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
20
日（
金
・
祝
）午
後
０
時

30
分
～
４
時

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

参
加
費　

１
５
０
０
円（
飲
み
物
付
き
）

主
催　

牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ

共
賛　

牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ　

吉
川
☎
８
７
２
・
１
５

９
９

清
流
剣
友
会
会
員
募
集
中
！

　

剣
道
の
け
い
こ
を
通
し
て
、
心
と
体

を
鍛
え
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
剣
道

を
し
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
気
軽
に
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
～

９
時
、
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
正

午
場
所　

下
根
中
学
校
武
道
場

対
象　

幼
稚
園
年
長
か
ら
大
人
ま
で
。

初
心
者
大
歓
迎
！

後
援
会
費　

月
２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

清
流
剣
友
会（
須
藤
）☎

８
７
３
・
９
３
３
８

住
井
す
ゑ
の
贈
り
も
の

　

地
球
の
え
く
ぼ
牛
久
沼
の
ほ
と
り
か

ら
、全
世
界
の
子
ど
も
へ
の
贈
り
も
の
。

住
井
す
ゑ
の
絵
本
と
童
話
、
小
説
を
公

開
し
て
、
朗
読
と
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
に
よ
り
次
世
代
の
子
ど
も
へ
伝
え
ま

す
。

日
程　

毎
月
第
２
日
曜
日

場
所　

抱
樸
舎（
城
中
町
77
）

参
加
費　

無
料

☆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　

住
井
す
ゑ
と
の
絵
本
集（
全
５
巻
）、

わ
た
し
の
童
話（
紙
芝
居
）

時
間　

午
前
11
時
～
正
午

対
象　

保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
学

１
～
２
年
生
と
そ
の
家
族

☆
童
話
・
少
年
少
女
小
説
の
朗
読
と
紙

芝
居

　

わ
た
し
の
少
年
少
女
物
語（
全
２

巻
）、
住
井
す
ゑ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館（
全

６
巻
）、
夜
あ
け
朝
あ
け（
小
説
と
紙
芝

居
）

時
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
象　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と

そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ　

諸
橋
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

２
・
１
４
７
６

第3回 牛久

風船

プレゼント

あります。

懐かしい牛久、新しい牛久に

会いにゆこうよ。

あの

ドクター・

ナダレンジャー

もくるぞ～！

日時　3月15日（日）
　　　午前10時～午後3時（午前9時30分開場）

場所　市中央生涯学習センター

主催／ゆめまちネット第３回ゆめまちメッセ実行委員会、牛久市社会福祉協議会

後援／牛久市、牛久市教育委員会、牛久市商工会

問い合わせ／牛久市社会福祉協議会☎871-1295

楽しくなるまち ･ ふるさと牛久再発見！
★オープニングセレモニー
＜文化ホール＞午前10時～

【基調講演】子どもから大人まで

「牛久の歴史再発見」
講師：坂弘毅氏

（NPO 法人うしく里山の会代表理事）
【園児と遊ぼう】

園児体操（ふたばランド保育園）
★フィナーレ

＜文化ホール＞午後2時～

「うたごえ」
演奏とリード：橋本実氏ほか

★味のひろば

1,000人のすいとん

まぜご飯の販売
牛久の食材・名産品コーナー
★再発見のひろば
牛久の名所旧跡、伝説の地、自然、
町並み、風物などの記録写真。シャ
トーカミヤ、ひたち野うしく開発史、
牛久大仏ができるまでなどの記録と
写真を展示

★学びのひろば
ナダレンジャー（独立行政法人）防災
科学技術研究所）、（独立行政法人）物
質・材料研究機構、（独立行政法人）森
林総合研究所、牛久自然観察の森、
牛久おもちゃ教室、昔のあそびコー

ナー　ほか

牛久市の政策関連パネル展示
★福祉のひろば
防災・福祉コーナー

ボランティア・市民団体コーナー

福祉バザー

ゆめまちメッセ

※内容については、変更になる場合があります。
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み
ん
な
の
花
展
in
牛
久

春
風
に
の
っ
て

日
時　

３
月
21
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
７
時
、
22
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
６
時

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
２
階
イ
ン

ナ
ー
モ
ー
ル（
イ
ズ
ミ
ヤ
牛
久
店
２

階
通
路
）

入
場
料　

無
料

主
催　

（
財
）小
原
流
土
浦
支
部

後
援　

（
財
）小
原
流
本
部

問
い
合
わ
せ　

橋
本
☎
８
４
０
・
４
７

０
１こ

こ
ろ
和
む
絵
手
紙

第
11
回
県
南
地
区
絵
手
紙
連
合
展

日
時　

３
月
17
日（
火
）～
22
日（
日
）午

前
９
時
～
午
後
５
時
※
最
終
日
は
正

午
ま
で
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展

示
ホ
ー
ル（
２
階
）

問
い
合
わ
せ　

秋
元
☎
８
７
４
・
７
０

２
９音

楽
の
小
径

　
「
早
春
を
歌
お
う
」早
春
賦
ほ
か
。「
ピ
ア

ノ
に
ト
ラ
イ
し
よ
う
」ま
ず
片
手
か
ら
。

日
時　

３
月
７
日（
土
）
午
前
10
時
30

分
～

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

５
０
０
円（
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
井
☎
８

７
４
・
７
３
９
０

詩
吟
同
好
会
入
会
者
募
集

　

詩
吟
の
基
礎
と
な
る
腹
式
呼
吸
に
よ

る
発
生
お
よ
び
吟
詠
方
法
が
、
き
っ
ち

り
と
学
べ
ま
す
。
従
来
の
口
伝
に
よ
る

方
法
と
異
な
り
、
当
同
好
会
独
自
の
発

生
練
習
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

伝
統
芸
能
を
未
来
に
継
承
し
て
ゆ
か
ん

と
の
意
欲
お
う
盛
な
る
方
、
特
に
大
歓

迎
。（
随
時
、
見
学
自
由
）

日
時　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

岳
風
流
詩

吟
牛
久
同
好
会（
殿
谷
）☎
８
７
４
・

０
４
７
３

書
道
教
室
参
加
者
募
集（
全

９
回
）

　

漢
字
、
か
な
、
写
経
な
ど
、
幅
広
く

書
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
肩

の
力
を
抜
い
て
、
ま
ず
は
筆
と
遊
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。
脳
も
活
性
化
し
て
集
中
力
も

ア
ッ
プ
！
初
級
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

４
月
６
日（
月
）
～
９
月
７
日

（
月
）の
毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日
午

後
１
時
30
分
～
３
時
※
５
月
、７
月
、

９
月
は
第
１
月
曜
日
の
み
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
小

講
座
室

講
師　

輿
水
紫
石
先
生（
読
売
書
法
会

理
事
、
紫
流
書
道
会
主
宰
）

定
員　

20
人

受
講
料　

全
９
回
で
５
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

飯
野
治
男

（
〒
３
０
０
‐
１
２
１
６
牛
久
市
神

谷
６
‐
50
‐
23
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

４
・
９
９
８
６

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
ま
き
作
り

　

身
近
に
あ
る
平
地
林
・
里
山
を
あ
な

た
の
手
で
守
り
育
て
ま
せ
ん
か
。
今
年

３
回
目
の
山
の
手
入
れ
作
業
を
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま

き
ス
ト
ー
ブ
用
の
ま
き
作
り
も
し
ま
す

の
で
、欲
し
い
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
15
日（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
正
午
※
初
参
加
の
方
は
、
午
前
８

時
に
事
務
局（
中
央
１
‐
６
‐
18
）集
合
。

場
所　

新
地
町

内
容　

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
、

山
菜
採
り

用
意
す
る
物　

作
業
服
、
手
袋
、
か
ま
、

の
こ
ぎ
り
、
な
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

（
持
っ
て
い
る
方
）、
昼
食
、
飲
み
物

※
作
業
終
了
後
、
と
ん
汁
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

「
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局（
阿
部
）
☎
８
７

３
・
６
４
２
４

農
園
耕
作
者
補
充
募
集　

現
地
説
明
会

日
時　

３
月
８
日（
日
）午
前
10
時

場
所　

い
き
い
き
農
園「
和
合
の
郷
」あ

ず
ま
や
※
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
手

前
約
２
０
０
ｍ
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
60
歳
か
ら
70
歳

ま
で
の
健
康
な
方

※
説
明
会
に
は
本
人
参
加
の
こ
と
。

※
１
区
画
80
㎡
、
２
～
３
区
画
予
定
。

詳
細
は
当
日
説
明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

和
合
の
郷
事
務
局（
綿

貫
）☎
８
７
２
・
２
５
１
３
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わ
が
街
の
木

山
々
を
か
れ
ん
に
飾
る

ヤ
マ
ボ
ウ
シ（
ミ
ズ
キ
科
）

　

北
海
道
を
除
く
各
地
の
山
野
に
自
生

す
る
落
葉
高
木
。
初
夏
、
木
々
を
飾
る

４
枚
の
白
い
花
び
ら
の
よ
う
に
見
え
る

も
の
は
、
総そ
う
ほ
う苞
と
い
う
特
殊
化
し
た
葉

で
す
。
実
際
の
花
は
そ
の
中
心
に
あ
り
、

小
さ
な
花
が
密
集
し
て
球
状
に
な
っ
て

い
ま
す
。
秋
に
は
そ
れ
が
１
個
の
集
合

果
と
な
り
、
赤
く
熟
し
た
も
の
は
、
食

べ
る
と
甘
酸
っ
ぱ
い
味
が
し
ま
す
。
紅

葉
も
楽
し
め
、
庭
木
や
街
路
樹
と
し
て

植
え
ら
れ
ま
す
。「
山や
ま
ぼ
う
し

法
師
」は
、
総
苞
が

白
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
た
僧
兵
を
思
わ
せ

る
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
１
１

【ひたち野東５丁目】

親
子
農
業
体
験
講
座

　

４
月
か
ら
12

月
ま
で
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
サ
ト

イ
モ
、
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ソ
バ
を

育
て
て
収
穫
し
、

食
べ
る
ま
で
の
農
業
体
験
を
し
ま
す
。

農
産
物
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

当
面
の
日
程　

４
月
４
日
、
５
月
２

日
・
23
日
、
６
月
13
日
、
７
月
４
日
・

18
日（
収
穫
祭
）の
各
土
曜
日
午
前
９

時
～
正
午
※
雨
天
時
は
次
週
。

場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
梅
林
奥
の

畑
対
象
・
定
員　

親
子
15
組（
大
人
の
み

も
可
）※
先
着
順
。

参
加
費　

大
人
３
０
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円（
３
歳
以
上
）※
収
穫
祭
は

別
途
。

服
装
・
持
参
す
る
物　

長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
長
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、

飲
み
物
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

申
込
期
間　

３
月
６
日（
金
）
～
10
日

（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

横
山
☎
８

７
４
・
１
４
３
０（
午
後
７
時
～
９
時
）
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　ひたち野牛久幼稚園のお友だちは、卒

園記念制作で「大きくなったら何になり

たいか」をテーマに絵馬を作りました。

　みんなの持っている絵馬には「幼稚

園の先生になりたい」「ケーキ屋さんに

なりたい」などの夢が、上手に描かれ

ています。この絵馬は、ニスを塗って

仕上げた後、みんなの夢がたくさん詰

まった大きな絵馬になります。

平成21年3月1日（996）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

ひたち野牛久幼稚園の
お友だち

さ
く
ら
１
く
み

さ
く
ら
２
く
み

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央

　生涯学習センター内）☎871-2301

　昭和30年2月から使われた牛久町庁舎です。当時は、牛久町

田宮（現在の田宮3丁目）にありました。昭和49年8月に現庁舎が

完成し、一時図書館および分庁舎として使用されていました

が、老朽化のため取り壊しとなりました。　　　（牛久市所蔵）


